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　　　　　  CHIBA ARCHITECTURE GRADUATE'S PRIZE    2018

ー　大学の部　ー
小室　昂久　　日本大学生産工学部建築工学科
近藤　俊暢　　東京電機大学情報環境学部情報環境学科
赤堀　厚史　　日本大学理工学部海洋建築工学科
下泉　浩太　　千葉大学工学部都市環境システム学科
小島　帆南海　千葉大学工学部都市環境システム学科	
山名　美月　　東京理科大学理工学部建築学科	
富山　瑛太　　千葉工業大学工学部デザイン科学科	
田中　章仁　　千葉工業大学工学部建築都市環境学科
小野　詩織　　日本大学生産工学部建築工学科	
松本　竜太　　千葉工業大学工学部デザイン科学科	
山内　颯　　　日本大学短期大学部建築・生活デザイン学科
池羽　七海　　明海大学不動産学部不動産学科	
下野　真緒　　千葉職業能力開発短期大学校住居環境科
小山　竜二　　東京電機大学未来科学部建築学科
宇津　里緒奈　日本大学短期大学部建築・生活デザイン学科

ー　高校の部　ー
上谷　虹熙　　千葉県立京葉工業高等学校
小田　瑞葵　　千葉県立市川工業高等学校
小島　海月　　千葉県立市川工業高等学校
水野　誉也　　千葉県立市川工業高等学校
浅見　遊　　　千葉県立東総工業高等学校

黄　　起範　　日本大学理工学部海洋建築工学科
秋山　竜汰　　東京電機大学情報環境学部情報環境学科
新井　育実　　千葉大学工学部建築学科
今埜　歩　　　東京理科大学理工学部建築学科
石井　亨和　　東京電機大学未来科学部建築学科
児玉　大樹　　千葉職業能力開発短期大学校住居環境科
小池　翔太　　千葉工業大学工学部建築都市環境学科
石井　康平　　千葉大学工学部建築学科

第 3 0 回
千 葉 県
建築学生賞
作 品 集
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作品展示
2018 年 3 月			9 日（金）　10:00-19:00

																3 月 10 日（土）　10:00 ～　公開審査　高校の部

　　　　　　　　　　　			13:00 ～　公開審査　大学の部

　　　　　　　　　　　			19:00 ～　表彰式

　　　			3 月 11 日（日）　10:00-17:00

会場
イオンモール幕張新都心グランドモール３階「イオンホール」

所在地：千葉県千葉市美浜区豊砂１－１

主催
千葉県建築学生賞協議会

公益社団法人　日本建築家協会（JIA）関東甲信越支部千葉地域会

公益社団法人　千葉県建築士事務所協会

一般社団法人　千葉県建築士会

一般社団法人　日本建築学会関東支部千葉支所

後援
千葉県、千葉県教育委員会

千葉市、千葉市教育委員会

NHK 千葉放送局

千葉県ケーブルテレビ協議会

朝日新聞千葉総局

読売新聞東京本社千葉支局

毎日新聞社千葉支局

産経新聞社千葉総局

日本建設新聞社

日刊建設工業新聞社千葉総局

日刊建設通信新聞社東関東支局
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新旧混成しながら進化する学生賞

節目となる「第３０回千葉県建築学生賞」が３月９日～１１日の３

日間、イオンモール幕張新都心内の “ イオンホール ” において開催

され、多くの方々にご来場いただき、大盛況のうちに幕を閉じるこ

とができました。ここ数年、この「学生賞」は千葉市の “ きぼーる ”

で開催されてきましたが、施設の改修工事などの都合もあり、今回

は新しい会場での開催となりました。

今年の学生賞は、大学の部に７大学１２学科から選抜された２３作

品、高校の部に３校から５作品が出展されました。大学の部の２３

作品というのは、前回、前々回の１７作品をはるかに超え、私の知

る限り、最も多い出展数になっております。これは、「千葉県建築

学生賞」という卒業制作展の趣旨に賛同し、協力いただけた新たな

大学・学科の参加によるものであり、これまで継続的に出展いただ

いている大学・高校も含めまして、改めて感謝申し上げたいと思い

ます。

今回、『歴史ある千葉県建築学生賞の、第３０回という節目の “ 会長 ”

を任せていただいたからには・・・』という張り切った気持ちで、

２つの新しい試みに取り組みました。

“ ひとつめ ” は、（これまでの会場が使えないという事情があったと

はいえ）「新しい会場として、商業施設であるイオンモール幕張新

開催の報告と挨拶

千葉県建築学生賞協議会　会長

　																																																			　中野　正也
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都心グランドモール内 “ イオンホール ” で開催する」ということで

す。結果、冒頭で述べたように、例年の数倍となる１０００人を超

える方々にご来場・見学頂き、大盛況なイベントとなりました。ま

た、その半数の５００人以上の方々には、丁寧にアンケートを記入

していただけたことからも、作品を興味深く見ていただけたことが

感じ取れました。

そして “ ふたつめ ” の試みは、「高校から大学までの公開審査と表

彰式、懇親会までを１日で実行・完結する」ということです。公開

審査になって今回で１０回目となりますが、これまでは、開催期間

の３日間を、「①初日は展示」「②２日目に大学の審査と懇親会」「③

最終日は高校の審査と表彰式」というプログラムにしていたのです

が、今回は思い切って「②と③」を合わせ、土曜日のみ１日で実行

するという形式に変更してみました。この意図については、コンパ

クトでスマートなイベント運営など幾つかありましたが、一番は、

『メインイベントである大学の部の公開審査に、関係者全員が参加

（見学）してもらいたい』という想いから、このような改革にチャ

レンジしてみました。

まだまだ改善すべき点はあるものの、これまで最終日にしか来場で

きなかった高校生や来賓の各団体の会長、指導教員の先生方など多

くの関係者の方々が公開審査の場に参加していただけたことは、と

ても良い結果につながったと思います。特に、進学して数年後には

大学などで卒業制作に取り組むであろう高校生達に、大学生の発表・

公開審査をじっくり見学する機会を作れたということは、大変有意

義なことだと思います。次回以降もこの形式については継続してい

きたいと強く思っておりますし、関係者の皆様にもご理解・ご賛同

いただけるものと期待しております。

今年度も千葉県や千葉市、主催の建築関連４団体と、報道各社や協

賛いただきました企業や個人の方々のご支援によって、この「学生

賞」というイベントを開催することができました。そして、“ 大成

功 ” に終えることができた大きな要因のひとつとには、『イオンホー

ルでの開催』が挙げられると思います。この場をお借りして改めて

感謝申し上げたいと思います。また、この「学生賞」の運営は、主

催の建築関連４団体から出向していただいている実行委員、協賛企

業のメンバーや歴代出展者メンバーなど、総勢５０名を超える方々

のボランティアによって成り立っています。特に今回は、“新米会長”

であったが故に、実行委員の皆様には、例年以上の多大な協力をい

ただくことになってしまったことをお詫びするとともに、深く感謝

申し上げたいと思います。

最後になりますが、次回も新たな気持ちで、そして記憶に残る “ 第

31 回 ” として開催できるよう、これまでを継承し、良いバランス

で新旧混成しつつ、さらなる改善・進化に挑みたいと思います。
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評価の難しさと気づきの面白さ

公開審査形式となって今年で１０回目を迎えた千葉県建築学生賞の

審査会。私自身が審査員として参加させていただくのは５回目とな

りますが、いつも、「これだけの異なる大学・学科から選抜されて

くる出展作品を同じ土俵で評価し優劣を決めるのは難しい、という

かそもそも無理なのでは？」と思いながら審査しております。そん

な無理を承知の状況の中でも、順位を付けて評価しなくてはいけな

いので、とりあえず自分なりに “ ふたつの評価軸 ” を決めて審査に

挑んでいます。

ひとつめは「その場所 ( 状況や環境も含め ) でしかできない提案な

のかどうか」、ふたつ目は「あたらしいことにチャレンジしている

提案なのか」。このふたつの点において、作品ごとで重み付けを変

えながら判断するようにしています。根拠のはっきりしない、なん

となくの “ 個人的な共感 ” も多少は影響していることは否めません

が、今回は審査委員長という立場でもあったため、できるだけその

個人的好みの感覚は出さないよう、特に意識して審査を行いました。

今年は７大学１２学科から２３作品の出展があり、おそらく過去最

も多い学科数・作品数になったのではないかと思います。作品数が

多くなった一方、全体的な印象としてはナイーブな作品が多く、力

強く・インパクトのある作品という点ではやや物足りないという感

じがしましたが、２０１１年の東日本大震災後の学生の反応、その

後の２０１６年４月の熊本大震災に対する反応として振り返ってみ

審査総評

千葉県建築学生賞協議会　審査委員長

　																																																			　中野　正也

大
学
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ると至極当然で、むしろ学生として健全な傾向なのだと捉えていま

す。

さて、公開審査全体については出展者含めオーディエンスの方々の

評価に委ねさせていただくとして、個人的には充実して楽しい審査

だったと感じております。学生の作品を評価する立場の審査員は、

その見識や意見などに対し、「逆に学生やオーディエンスから厳し

い目で評価されている」ということをそれぞれ意識しながら、公開

の場で発言をしてくれました。特に昨年と比べると、今年はそれぞ

れ審査員が評価するポイントを明確にした発言が多かったように思

います。その結果、審査員同士の評価や価値観の相違による議論が

白熱しました。

特に８作品に絞り込む二次審査の段階では、予定よりかなり多くの

時間を費やしてしまい、表彰式など後の進行スケジュールへの影響

について、一部の関係者の方々にはご心配をおかけしたと思います。

しかしながら、これこそが価値観の異なる審査員が集まる公開審査

の醍醐味であり、良い審査ができたと捉えております。また、審査

の過程で多くの “ 発見や気づき ” をいただけたのは、やはり公開審

査ならではのことであり、心の中で「なるほど」とその面白さを堪

能させていただきました。

さて、作品について少し触れておくと、全体の中で気になった作品

は、今埜歩さんの「⑲街並玄関孔」と石井康平さんの「㉓振る舞

いを紡ぐ - 変わりつつある商店街の未来 -」の２点。それから次点

として小島帆南海さんの「⑤めんめを育てる - 南海トラフ地震での

津波に備える孤児院の提案 -」でした。いずれも先に述べさせてい

ただいた視点で高く評価をしたのですが、これらは全て二次審査に

残っていたので、多くの審査員からも同様に評価を受けた秀作なの

だと思います。

『その場所でしかできないことなのかどうか』という点について、

この３作品は全てその場所との丁寧な対話を経て作品につなげてい

るのですが、その中で特に今埜歩さんの「⑲街並玄関孔」が、個人

的には最も印象に残る作品でした。場所との対話で汲み取った事象

を、空間の提案にまで昇華し展開することに取り組んだ唯一の作品

だったのではないでしょうか。また、『あたらしいことにチャレン

ジしているか』の観点においても高く評価できる作品でした（残念

ながら三次審査の上位５作品には残れませんでしたが）。余談です

が、イベント終了後の搬出作業の時、この作品の巨大な模型が半分

に分かれる姿見て、「この断面 ( 模型 ) を見せていたら、ほかの審

査員の気持ちを引き寄せられたかも！？」と、少し口惜しい気持ち

を持ちました。

最後に、全ての出展作品は、それぞれ異なった着想から導き出した

独自の素晴らしい提案であったと評価しています。ただ、審査当日

にも伝えましたが、「この審査メンバーで、あえて選ぶとするならば」

ということで選ばれたのが、今回の受賞作品だと思っています。

楽しい審査をさせていただきありがとうございました。出展者の皆

様の今後に期待したいと思います。これからも頑張ってください！
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JIA 全国大会出品

見た瞬間から柔らかな色使いで丁寧に描かれた計画地の

状況やイラストに目を奪われるとても綺麗な作品であ

る。高知県の漁村を伝わる途絶えがちな親から子への自

助の言葉「めんめばちばち」を伝承すべく社会問題化し

ている児童養護施設不足に替わる津波に耐える孤児院の

提案である。こどもの生活空間となるめんめの家は高学

年が低学年を見守れる配置構成として 1～ 2階の吹き抜

けを通して内部様子がうかがえるよう工夫されている。

北向きの個室の配慮と、津波発生時には港からこの施設

の避難ルート確保が欲しいところではある。　みんなの

家はオープンキッチンを中心としたプランで子ども、職

員、住民が食事を通じて交流が図れる場として設計され

南の眺望や明るい通路を軸に各居室を繋げるゾーニング

となっておりここでも交流をメインに考えられている。

防災機能として津波から守る構造配慮があり一見すると

木造では津波に耐えうるのが難しいように思えるが、柱

脚をステンレス支柱土留めにてロックアンカーを施工し

ており対策を講じているのが伺える。

めんめの家とみんなの家を 250 ｍの水平近い距離に対

峙させ視覚的に互いにそこに生きる人々の生活がわかる

ように計画されているところが絶妙で適度な距離感と

なっている。　ふたつの建物の行き来により子どもと職

員、住民がその度に挨拶をしこの地域に溶け込んでいく

様子が想像できる。家族を離れひとり寂しい子どもと人

口が減り衰退していく漁村、自助から共助へ地域コミュ

ニティーを活性化させる提案を建築として考えられてい

るところが素晴らしく秀逸な作品である。

小島　帆南海
おじま　　ほなみ

千葉大学工学部都市環境システム学科

高知県にある栄喜漁村では自助を促す災害教訓「めんめばち

ばち」が子供たちに継承されていた。この言葉は、津波への

ハード対策を望まない住民を１００年周期で起こる南海地震

から守ってきた。しかし、現在の栄喜は子供で溢れるかつて

の賑わいを失っており、「めんめばちばち」の消滅が危ぶま

れると共に、住民の避難意識は薄れてきている。また、別の

問題として、現在の日本では、親と離された孤児が信頼でき

る人との愛着形成がないことから精神的な自立ができていな

いことが問題となっていた。このような孤児を「栄喜」とい

う集落での人のつながりの中で育てることを提案する。これ

により、孤児の自立と栄喜の防災意識を取り戻す。

最優秀賞

審査員：蒲生　良隆

めんめを育てる
ー南海トラフ地震での津波に備える孤児院の提案ー

大
学

2018 年 6 月 23 日に行われました
「JIA 全国学生卒業設計コンクール」にお
いて “1 次審査通過者 ” となりました。
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本案は私が最後まで最優秀に相応しいとして押した案であ

る。審査経過のなかで高い評価コメントをその都度発信し

ていたので、ここではあえて厳しい意見を述べ、作者のさ

らなる成長を望むところだ。まず、人間の人生と心の問題

を根底から見つめ直すという、とてつもない奥深い空間に

挑戦していながら、「・・・テミル」というギャップのあ

るネーミングだ。試行錯誤の行動としてあえて狙っている

とも言えるが、私には、提案の深層深いグレーの表現とも

同調しつつ、もっと詩的な言葉を見つけることも出来たの

ではないかと思う。

また、福島県いわき市の選定、塩屋崎灯台の保存再生、水

族館という探索空間の設定は的確だと思うが、果たして、

「水槽のなかに社会がある」のだろうか。すべてが社会の

縮図であるから、間違ってはいないが、「建築のなかに社

会がある」という方向に持っていく方法もあったのではな

いか。さらにその中で迷路に漂わせるのではなく、建築側

から、一定の秩序と誘導が欲しかった。迷路に入り組んだ

探索空間の中で、見つめ直す空間を見つけられずに、さら

なる孤独へと引き込まれ（つまり、リセットするどころか）

よりストレスを強化してしまうというパラドックスもあり

得る。

作者は、建築が、意図とは違うネガティブな方向に陥る可

能性を含めて、再度見つめ直し、今後、さらなる洞察を深

めて、設計に取り組んで欲しい。 審査員：鳴海　雅人

人間は、試行錯誤しながら生きていく中で、原点回避するこ

とで新たな道を開いている。新しい体験を行うことで自分を

探し人生を見つめなおす空間を提案する。

敷地となる、福島県いわき市にある塩屋崎灯台は希望の光を

照らしつづけている。提案するものは、同じくいわき市に “ア

クアマリンふくしま ” 内の「生まれると死ぬ」のテーマを抽

出して構成される水族館の分館とする。

また、この水族館は探索空間と思想空間で構成されている。

迷路のように上下に入り組んだ探索空間で、人間は孤独へと

引き込まれ、８つの思想空間で、「視覚・聴覚・嗅覚・触覚」

をとぎすますことで、現代社会に対してストレスを持つ来館

者の心をリセットさせる。

 

・・・テミル。
人生をリセットする探索と思想の水族館

小野　詩織
おの　　	　しおり

日本大学生産工学部建築工学科

優秀賞

JIA 全国大会出品

大
学

2018 年 6 月 23 日に行われました
「JIA 全国学生卒業設計コンクール」にお
いて “1 次審査通過者 ” となりました。
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表層的な評価が先行し、テーマパーク化しつつある川越

市一番街商店街。そんな商店街のありかたに違和感を感

じ、本来の街の人々の暮らしを通りに表出させることに

よって、魅力的でかつ持続性ある商店街の活性化手法を

提案したユニークな良作である。通りに面する店舗裏手

に広がる「暮らしの空間」に観光客を招き入れるため、

通り抜け可能な通路を店舗内に整備し、かつ暮らし空間

に同居させるように宿泊施設を設けることによって、”

地元の人達 ” と ” よそもの ” の交流を促すことを意図し

ている。その交流は、観光による経済活性のみならず、

川越の人々の自己成長や地域の繋がりを強固にするに違

いない。魅力的な商店街の源は「人」、その指摘は正し

いと感じた。

審査員：関谷　和則

テーマパークのような観光地化が進む埼玉県川越市一番街商

店街。かつて城下町として賑わい、住みながら商っていた商

業の構造は変わりつつあり、外部資本店舗が参入しつつある。

変わりつつある商業の構造に対応した街区の構造が必要であ

ると考えられる。

町の賑わいから取り残された住民と、外部資本、観光客の関

係を再編し、住民の生活と観光が寄り添う町の在り方を提案

する。歴史的町並みにおける街区内部を改修し、裏通り、宿

泊施設、デッキが住民と観光客の振る舞いを紡ぎ、新たな町

の在り方として輝き続ける。

 

石井　康平
いしい　	　こうへい

千葉大学工学部建築学科

優秀賞

JIA 全国大会出品

振る舞いを紡ぐ
ー変わりつつある商店街の未来ー

大
学
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川越一番街は城下町の歴史的遺構が残り、現

在も観光地として賑わう商店街である。急激

な観光地化が進んだことによるテーマパーク

化が著しく、南北に並ぶ店の姿は変わりつつ

ある。表の豪華絢爛な蔵造りと裏側の生活の

功績が残る歴史的居住空間という二面性を持

つ。そんな一番街商店街の乖離された住民の

生活と観光の関係に着目し、かつて賑わいと

とともにあった住民の生活と観光という振る

舞いを再構成する必要があると考えた。
蔵造りが並ぶ表通り 生活の痕跡が残る居住空間

住みながら商う 外部資本の参入

( )
かつての川越一番街商店街 外部資本店舗

01-1. 敷地概要

01-2. 商家の衰退と外部資本の参入 01-3. 商業形態の変化に伴う表裏の分断

01-4. 問題提起

01-4-1. 表層的な保存と線的な観光の場 01-4-2. 住民の生活と商業の乖離

かつて商家は住みながら商っていたが、外部資本にテナントとして貸し出すことで、都市構

造が変わり、表の商店街の賑わいと裏側の居住空間が分断してしまった。店棟と居住空間は

使用する主体が異なることによって、見えない壁がそこにあるように感じる。

線的な賑わいの広がりだけでなく、裏側も巻き込んで面的

に広がっていくことで、歴史的空間の本質を捉えた観光地

へと転換する必要があるのではないか。

外部資本が参入し、変わりつつある街区構造に新たな関係性を創り出すことで、生活

と商業の関係を再構築し町全体が一体となって歴史的遺構を後世に残すことができる

のではないか。

かつて商業を営んでいた商家たちは、後継ぎ不足や

高齢化などが原因で減少している。店舗部分はテナ

ントに貸し出され、外部資本が参入しつつあり、今

後、外部資本店舗の数は増え続けると考えられる。

生活 商業

住みながら商う

生活 商業

外部資本の参入によるテナント化

かつての街区構造 現在の街区構造

提案① 住民と外部資本の振る舞いを許容する裏通り 

提案② 賑わいが街区全体へと広がる宿泊施設とデッキ 

全体アイソメ図

①住民の生活と商業の乖離が起こる表裏の境界に、住民と外部資本の関係を再構築し、

  表裏をつなぐ余白が両者の振る舞いを許容する裏通り

②空き家が増え衰退が起こる居住空間に、住民と観光客の新たな関係性を提案し、

  街区全体へと賑わいが広がる宿泊施設とデッキ

二つの提案が、住民と観光客、外部資本の新たな関係性を生み出し、町全体が一体と

なって歴史的遺構を後世に残すための物語を描く

外部資本の参入によって分断されている店舗を改修し、

表と裏を繋ぐ隙間のような表裏の接続点を設ける。

表裏の境界部を減築し、店舗と住宅の振る舞いを許容

する余白としての裏通りとパブリックスペースを計画

する。

居住空間内部へとデッキが伸び、空き家や空きフロア

を宿泊施設へと転換する。デッキが賑わいを紡ぎ、生

活と観光が共存する。

陶芸屋

カフェ

刃物屋 洋菓子屋
額縁屋 美容院

本屋

菓子屋
菓子屋 団子屋 資料館

観光案内所

自転車屋

店舗が裏通りへ拡張

生活が拡張

裏通り

生活が拡張

既存躯体の拡張

デッキ

①裏通り

②宿泊施設

03-1. 平面ダイアグラム

03-2. 断面ダイアグラム

03-3. 部分構成 03-4. 既存平面図

表通りと同じレベルで表裏の接続点を通し、一階の店

舗はアプローチ空間へと変わる。

既存街区内に存在する振る舞いから生まれ

る空間要素を調査し、類型化する。

類型化した空間要素を、生活と観光が共存

するように再構築する。

表裏の境界部を減築し、一階レベルに住民と外部資本

を許容する余白としての裏通りを設ける。住民と外部

資本の振る舞いが彩り、セミラティスな空間となる。

インフラとしてのデッキが居住空間内部まで伸びてい

き、観光客の動線が二階レベルで立体的に構成される。

「裏側の空間性を読み取り再構築する」

自転車屋

観光案内所
資料館団子屋

菓子屋

洋菓子屋

本屋美容室
額縁屋洋菓子屋刃物屋

陶器屋

カフェ

体験工房

学習センター

アトリエ

図書スペース
工房

住宅

住宅

住宅
住宅

住宅

宿泊施設

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

S＝1/250
商業地域

居住地域

既存街区内要素の再構成

表裏の接続点

表裏の接続点

表裏の接続点

A

A’

B

B’

C

C’

宿泊施設

宿泊施設

宿泊施設宿泊施設

宿泊施設

宿泊施設

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

食堂

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

倉庫
倉庫

服屋

服屋

服屋

資料館

既存街区内要素の再構成

S＝1/250
商業地域

居住地域

表裏の接続点

表裏の接続点

表裏の接続点

A

A’

B

B’

C

C’

裏通りへと振る舞いが溢れる ヴォイドでの振る舞いの立体的交差

ヴォイドを通して採光をとる

ヴォイドを通した上昇気流

既存の密集した町家構造を減築しヴォイドが採光、通風を確保

する。風は店舗内、住宅内を抜けて熱によって上昇気流を生む。

 住宅

 住宅 美容院

 住宅

住民は裏通りから馴染みのある美容院を
利用することができる

住宅同士を繋ぐブリッジから裏通りの
賑わいを感じることができる

裏通りに対して開いた住宅は、
セミパブリックな空間で交友を深める

敷地後ろ側の中庭に開いたテラスは
観光客と他の住民との交流の場

刃物屋 工房

 工房

 中庭

刃物屋 商店街

住宅

店舗と工房の共同利用

縁側的空間で陶芸を楽しむ

店舗の工房からパブリックな工房へと
伝統技術の伝承が行われる

観光客がデッキを通り、
住民の生活感が溢れる中庭を見る

05-1. 余白が振る舞いを許容する

05-3. 裏通りはセミラティスな空間へ

05-2. 環境装置としてのヴォイド

住民のための図書スペース

本屋上部の服屋

本屋の閲覧スペース

アトリエ 裏通り
裏通り

額縁屋と連携するアトリエ

住宅のテラスが張り出す

A-A’断面図

B-B’断面図

パブリックな領域が裏通りへ拡張

本屋と連携する図書スペース

陶器屋、刃物屋とつながるパブリックな工房

住宅の建具を開放して、アトリエが生活空間の一部に

0 1

0 1

07-1. 空き家の解体とデッキを許容する空間 07-2. 振る舞いの立体的交差

デッキを引き込む

デッキを許容する

生活領域の拡張

町家スケールを残しつつ解体しデッキを許容する 張り出したデッキが向かい合う

07-3. 住民と観光客が寄り添う町へ

住宅

宿泊施設

客室の拡張
アトリエ

宿泊施設

住宅

住宅

洋菓子屋 商店街

観光客が店舗内部を突き破るように
二階レベルに上がり、街区内部へと接続するデッキは街区内部を縫うように伸び、

住宅と空き家を繋いでいく

アトリエは隣接する額縁屋と連携し、
絵の描き方を教えてもらうことができる

住宅内部の吹き抜けから
食事をする人々の様子を感じる

C-C’断面図
0 1

デッキを許容した宿泊施設のリビング

中庭が観光客と一階の住民を間接的に繋ぐ店舗一階部分から裏側部分へと階段でアプローチする会所地的な庭に宿泊施設、住宅、工房の振る舞いが表出
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山名　美月
やまな　　	みづき

東京理科大学理工学部建築学科

特別賞

なの花賞

市民賞

大
学
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新月・満月のとき大潮は起こり、それは出産と必然的なつながりを持つ。

助産院での出産は自然分娩が主流で、お母さんが持つ本来の自然のリズムで赤ちゃんを産む。

しかし、現代社会の中では自然のリズムとかけ離れた生活がなされ、自然なお産が行われてい

るとは言えない。

女性が赤ちゃんを産むというこの神秘的な時間を、建築によってより魅力的なものにしたい。

宇宙のリズムに身を任せ、人間が持つ本来の自然のリズムを取り戻せる空間を考える。

具体的に、宇宙のリズムである月の満ち欠け・海の満ち引きを取り入れた空間の創出、さらに

助産院建築そのものが妊婦さんに適した運動をアフォードする空間を提案する。

現代建築の中では , 女性の出産が

自然に行われているとは言い難い

環境下にある。出産という神秘的

な時間を、建築によってより魅力

的なものとし、助産院建築そのも

のを妊産婦に適したものとした

い。月と海のリズムによって変化

する建物であり、海辺に開かれた

プランの建物となっています。自

然のリズムと人間を結び付け、建

物をその仲介役とする計画です。

穏やかな瀬戸内海と山に囲まれた

愛媛県西条市の海沿いを計画地と

しており、比較的静かな海周辺を

想定して計画されています。建物

は木造で計画され、開放的で柔ら

かい空間となっています。新月・

満月、大潮、出産という自然で魅

力的な時間を共有できる建物の計

画とその役割が提案されていま

す。今までにない発想と着眼点で

あり、提案者の暖かい人間性を感

じます。当該敷地周辺には総合病

院も近接し、周辺の住民が歩いて

本施設に来ることができるなど、

都市環境分析も行われたうえで、

本計画が提案されていました。　　　　

審査員：園部　隆夫

flow
月と海のリズムと呼応する助産院
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海に浮遊するプラスチックゴミで、海上都市をつくろう

というグローバルな視点で取組まれた非常にユニークな

作品である。集められたゴミを材料に、海上に構台を構

築し、3Dプリンターによって 500mの超高層を構築し

てゆく。夢物語ではあるが、浮力と海水を利用したビル

建設プロセスが綿密に計画されており、数十年後には実

現できるのでは、とワクワクさせられるロジックが展開

されている。

超高層ビルの建つ人口島全体が風を受ける風車の羽の形

状とし、海上ながら風力で発電を可能にしたり、養殖場

を併設したりと、人口爆発や食料の奪い合いが起きると

言われる未来を変えようとする意志とデザインが、素晴

らしい。

審査員：関谷　和則

日本ではあまり取り沙汰されない海洋のプラスチック汚染問題

その実情は深刻で、太陽光と波浪により劣化・粉砕されたマイ

クロプラスチックが生態系に取り込まれることで生態系の下位

から上位へと悪影響は蓄積されていく。

つまり我々の食卓にも上がっているということだ。

これは他人事ではなく、我々の身近に迫った危機の話である。

海洋のプラスチック汚染は深刻で、太平洋だけで 1億トンが

漂っているという。

しかし見方を変えれば海洋を漂うプラスチックごみは資源とし

て見ることもできる。

その資源をもとに今後普及するであろう 3Dプリンターと海上

ならではの環境から建築を考える。

ゴミ山から金鉱山へ、海洋ごみから成り立つ農業都市を提案す

る。

塵海の廻都	
海洋ごみで成長する洋上都市の提案

黄　　起範
ふぁん　　	りの

日本大学理工学部海洋建築工学科

特別賞大
学
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その環境にある「風景を纏う」という発想や着眼点には

大変関心が高く、興味深いものがあります。こうした特

異な地域に見合う建築の形式を発見し、提案することは

何かしら今までにない新しいカタチが生まれることも多

いと思います。メッシュ状のボリュウムが積み上がり空

間を形成していく、さらに、ガラスやコンクリートから

離れ、現地で集積し、構築できる砂を外壁として扱うこ

とで、その環境に適したデザインを創り出そうとしたと

ころは評価したいし、デザイン力を感じます。ただ、も

う少し掘り下げて欲しかったのは、そこにいる人たちは、

この環境がに満足するのであろうか？この地域で抱える

社会的な問題がこの施設により、解決の糸口につながる

であろうか？、もう一歩、何かに気づき、その地域の問

題を解決出来、ここで過ごす人々が喜んで、利用できる

建築となることができたら、上位の評価を得れる総合的

なデザイン力、情熱、プレゼン力であったに違いなかっ

たと思います。

現代の都市像について思う。高度な建築流通システムのおか

げで世界のどこでもガラスとコンクリートの建物をつくるこ

とが可能となった、場所の個性を失い均質化する都市像に、

人々は果たして魅力を感じるだろうか。提案の敷地は砂漠

という特殊な地域、大地が剥き出しのこの土地に風景を纏う

建築を提案する。多面体の建物が繋がりながら増えていくこ

とで地表面の上にメッシュ状の構造物を作る。このメッシュ

が砂漠の地表に新たな生活空間を作るきっかけになると考え

た。斜めの壁は砂を纏うことで原風景の中に溶け込み、穴や

影の形が変わることで、この場所が刻んだ時間の流れを映し

出す、「砂漠の力を受け入れ、新たな都市像を創る建築・都

市 - マディーナ -」の提案。

小室　昂久
こむろ　　	たかひさ

日本大学生産工学部建築工学科

審査員：磯野　智由

奨励賞

烈風のマディーナ
大地を纏い広がる街

大
学
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「機能を優先した合理化や最適化によって、空間の厚みが

なくなっているように感じる」という作者の問題意識は正

しい。私もそう思う。しかし、その課題の裏返しの回答、

つまりその厚みの出し方、厚みのある空間のつくり方に、

あたかも結論ありき（最終形ありき）の焦りを感じる。特に、

空間構成や形を方向づける初期段階において、「内側に外

側を割り込ませる操作」そして、「（尖塔のような）起伏の

強調とその重なり」となり、いわば薄い根拠で、すべての

方向を定めてしまったのは早々な感じがした。その結果、

そこに立ちあがった建築は、ガラス破片が散りばめられた

ような造型となり、緊張状態が続き、わたしには、そこに

住む人のカオスと混乱と、特に子供からお年寄りまで、安

心やセキュリティやプライバシーとは対極の距離感を感じ

た。快適で優しく、親近感が沸く豊かな奥行きと厚みがあ

る建築とは決して言えない。多様なプログラムの創出とそ

の形態操作のトレーニングならば、やむを得ない。作者の

これからの成長を願い、あえて厳しい意見を述べたが、「空

間的、時間的に奥行きを備える可能性に満ちた建築」とは

どのような空間の質を持つのか、今の時代に照らして、さ

らなる追求を願うものである。 審査員：鳴海　雅人

近年の都市空間では、機能を優先した合理化や最適化によっ

て、空間の厚みがなくなっているように感じる。機能を優先

した空間は、人にとって使いやすく、分かりやすい。一方、

無駄や曖昧さなどが排除されたため用途と生活が一対一で対

応する空間がありふれている。そのため、計画された用途を

超えた活動のためにスクラップ＆ビルドが繰り返されている

のではないだろうか。そこで、あらゆる場所に用途が張り付

けられた都市空間に用途が決まっていまい曖昧な空間をデザ

インする。“すでにそこにある ”という地形的な建築には様々

な用途が現れ、また、スクラップ＆ビルドの輪から外れるこ

とで空間的、時間的に奥行きを備える可能性に満ちた建築を

目指す。

近藤　俊暢
こんどう　	としのぶ

東京電機大学情報環境学部情報環境学科

奨励賞

人間の棲
無数の空間的アフォーダンスを含む地形

大
学
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発展途上国における廃船の解体という負の行為に着目し、

それを新たな社会資産に変換する提案である。

環境的にも安全性においても大きな問題を抱えた廃船作業

は、貧しい社会であるがゆえに成立するマイナス面である。

一方、解体途中の廃船の美しさ、特にその構造美は印象的

である。この正と負の同時存在に気づいたことが、この卒

業設計につながったのであれば、その感性は大事に育てて

欲しいと思う。

また、世界中の海を動きまわっていた船がその生命を終え、

大地に固定され、新たな都市機能を与えられた姿を書き込

んだ配置図は、建築や土木的な表現を越えた、作者の独創

性を強く感じさせる。

しかしながら、廃船を、新たな堤防・シェルターであり、

汚染水の浄化機能を持つ都市建築に昇華させるには、さら

に深く考えデザインすることが重要である。その検討に時

間をかけて、より深化した提案を見せて欲しかった。

審査員：安田　俊也

南アジアに位置するバングラデシュは自然災害大国であり，

多くの被害を受けている。特にサイクロンと洪水は被害が甚

大であり土地が削られ道がなくなるという事態が引き起こさ

れている。また，同国は国土の半分以上が海抜 5m以下であ

り海面上昇による被害も著しい。こうした被害に対し同国の

防災管理は整備が十分に施されていないのが現状である。さ

らに，同国には世界各国から集まる廃船の解体場がある。解

体は国で行われているビジネスであり，今後も廃船の量は増

え続けると予想される。本提案では防災を目的に考えると同

時に廃船を利用した豊かな生活の場としての複合施設を提案

する。
赤堀　厚史
あかぼり　	あつし

日本大学理工学部海洋建築工学科

奨励賞

新都の船壁
バングラデシュにおける新たな複合施設の提案

大
学



23



24

船橋駅から徒歩10分の既存公共卸売市場を、市民にもっ

と開かれた場にするべきと計画された建替え提案であ

る。卸売市場全体を「丘」と捉え、半地下に卸売市場を

配置することにより、レベル差を活かした海老川と連続

する良質な緑化空間を創出している。

市民農園を設け、食を通じた協業を通じて市民間交流を

活性化させるアイデアは、東京近郊で起こっている人々

の繋がり減少を是正する策と感心した。市場の大屋根の

デザインを工夫し、丘との連続性がより強化されると、

さらに魅力的な市民空間が展開できると感じた。

審査員：関谷　和則

これまで都市の裏側で私たちの食の流通を支えて来た卸売市

場であるが、近年の流通構造の変化や食嗜好の変化によって

その必要性（存在意義）が問われ始めた。

地元で過ごすことの少なくなり地域への愛着が少なくなった

人々の多いベットタウン船橋において、限られた人が、限ら

れた時間だけ利用する「閉ざされた」空間である卸売市場を、

いつでも、だれでも利用できる「開かれた」空間とすること

で卸売市場を都市の裏側から引っ張り出し新たな価値を生み

出す。

奨励賞

下泉　浩太
しもいずみ　こうた

千葉大学工学部都市環境システム学科

Seamless	Market
ベットタウンに開かれた卸売市場の提案

大
学
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都内の学校では、小規模化が進む実状をしっかりとリサー

チし、空間性豊かな教室群や、多目的な空間が出来上がっ

ていたと思います。立体的に空間をとらえることで子供の

視覚的な展開や行動性を上げる活動的な空間ができていた

と思います。少し惜しいのは、折角の改修を提案するので

あれば、付帯する施設も合わせて学校全体として、校舎、

体育館、プール、校庭をどのように関連づけて学校を創る

のかも見てみたかったと思います。校庭も都内の学校では

どれくらい確保できるのかはもう一つのテーマであり、小

規模化による校舎の縮小とより関連付けて、新たな学校の

魅力をつくれたらよかったのではと思います。

審査員：磯野　智由

国内の少子化により児童数が減少し、学校の小規

模 化 が 進 ん で お り、 全 国 の 小 学 校 の 45% が 小 規

模校になっています。また、学校施設の老朽化も

進んでいて建て替えを余儀なくされる現状です。	

これから増えるであろう「小規模小学校」に着目し設計

提案を行いました。機能を最低限に絞り学校施設を小さ

くすることで、学校の中の人と人の距離を近くし、よ

り多くのコミュニケーションを誘発を促します。ま

た、学校を小さくしたことで空いた面積を地域住民に

還元し、地域に対する学校の価値の向上を狙います。	

	人数、面積が小さいからこそ学校が豊かな空間になるよう

設計を行いました。

新宿区立大久保小学校建て替え提案
小規模校の魅力を引き出す形

奨励賞

富山　瑛太
とみやま	　えいた

千葉工業大学工学部デザイン科学科

大
学
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新宿区大久保小学校建て替え計画
ー小規模校の魅力を引き出す形ー

西側立面図

A. 面積を地域に還元し、学校の価値を上げる
　校舎面積を半分以下まで小さくし、休日は地域の方々も利用できる多目的棟を設け
た。多目的棟は普段、大きな音が出そうな授業や、ランチルームとして利用されるこ
とを想定している。

N

小学校校舎
幼稚園舎

子どもが利用

子どもと地域が利用

幼稚園棟 体育館ビオトープ
3歳児4歳児5歳児

広場

多目的棟
音楽室

校舎棟

グラウンド

多目的・体育館

（幼稚園込み）

地域開放

新宿区大久保小学校面積比率（延べ床面積）
（提案）

子どもを
預けたい
ニーズが多い

敷地まわりの特徴から考えたこと

24時間営業の
保育園がある。

放課後や休日の
活用を考える。

子どもの
遊び場が少ない。

校舎は小さくし
居場所を作る

多国籍の人々が
暮らしている。

国籍を意識
しない設計

小さい学校という選択
　国内の少子化により児童数が現象し、学校の小規模化
が進いる。そこで国は、標準規模に戻すために学校の統
廃合を進めている。しかし、統廃合後すぐ小規模化して
しまう学校も少なくない。
　これから増えていくであろう、小規模小学校に合わせ
た学校施設規模を考え設計を行った。

落合第六小学校

落合第三小学校 落合第一小学校

落合第五小学校

落合第二小学校

落合第四小学校

西戸山小学校

戸山小学校
柏木小学校

大久保小学校

淀橋第四小学校

西新宿小学校

天神小学校
富久小学校

花園小学校

四谷第六小学校

江戸川小学校

津久戸小学校

市谷小学校

愛日小学校

牛込仲之小学校

四谷小学校

鶴巻小学校

早稲田小学校

戸塚第三小学校
戸塚第二小学校

戸塚第一小学校

余丁町小学校

〇 〇 小学校 標準規模以上かつ築年数50年未満
〇 〇 小学校 標準規模以上かつ築年数50年以上
〇〇小学校 小規模かつ築年数50年未満
〇〇小学校 小規模かつ築年数50年以上

東戸山小学校

新宿区立大久保小学校
　小規模校について調べを続けていくと、学校の小規模
化は地方だけでなく、都心部でも進んでいることがわかっ
た。特に新宿区は全体の 55%が小規模小学校という現状
だ。また、施設の老朽化も進んでおり新宿区は建て替え
を検討している状況である。

図 1　H28 規模別小学校の割合と学級数別学校数

図 2 新宿区の小規模小学校と築年数 50 年以上の建物

少ない面積で豊かな体験を

A-A 断面パース

8×8の CRに 40 人 クラスに 17～23 人程度

教室が広すぎて授業に寂しさが生まれる。

人数の変動がある都内だからこそCRの広さを選べる。

学年～20人 学年 21～40 人 学年 41～70 人以上

OS OS

1

2

1 1

(1 クラス／学年） (２クラス／学年）(1 クラス／学年）

8×8
5×6

グリットの組み合わせで可能性を探る

低学年

中学年
高学年

学年混合
OS

C.異学年の交流を意識した配置
　低、中、高学年を 1つのグループとし学年混合オープンスペース（以下 OS）を配置

していることにより、異学年間の交流が増えることを狙っている。また、同学年のつ

ながりを床レベルを分けることにより断つことなく繋げている。

B.教室面積の再計画
　近年大久保小学校の学年の人数は20〜40人で変動してい
る。学年40人を上回るのは年に1学年程度で、クラス人数
は１５〜４０人まで学年により幅があるため、CRの面積を
可動式の壁により調整可能する。

EV

職員室

応接室事務室

保健室屋外教室

中庭

シアタールーム

低学年教室 低学年教室

中学年教室 中学年教室

GL＋500

GL＋600

GL+300

GL+300

GL+2100

WC

WC

テラス

高学年教室

高学年教室

EV

WC

GL+2600 GL+2600

GL+3000

異学年交流
ワークショップ
スペース

地域交流
ワークショップ
スペース

1 階平面図

２階平面図
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渋谷に音楽の発信拠点を築き、そこから発信されたアー

ティストが都市に拡散してゆく。ライブ活動の場所が減

少しいる現状を分析し、音楽の持つ力で多くの人々を「響

心」させてゆく拠点を作ることを提案しています。音響

シュミレーションを通して、建物形状、架構計画が考え

られています。本建物は、主にジャズやロックを演奏す

ることを前提条件としています。どこか、オペラハウス

に似た形状となっていますが、この形状は、あくまでも

検討を重ねた結果であると説明されていました。提案さ

れているホールの用途が主にジャズやロックであり、倉

庫のような形状でも、人工的な（電気的な）音響処理で

対応できることから、音響シュミレーションの結果を反

映するとすれば、主たる対象をクラシック、オペラまで

広げて考えても良かったのではと思われました。音響計

画を正面から取り上げ、デザインに反映していったプロ

セスには努力の跡が伺われ、建物模型もしっかりと作り

こまれていました。動画を利用したプレゼンテーション

もわかりやすかった。

審査員：園部　隆夫

近年、物理的な欲から体感的な欲へと人々が移行している中、

音楽業界でもその動向がある。しかし、「事業仕分け」が制

定され、大規模な会場が次々に閉鎖や建て替えの危機にあい

会場の不足が問題になり、現在でもその余波が続いている。

本設計ではその会場不足を低減させるために「音楽の街」で

ある渋谷に音楽の発信拠点を築く、そしてその拠点から発信

されたアーティスト（音楽）が街に、都市にと拡大、展

開されていくことで問題は軽減され音楽の持つ力が多くの

人々に「響心」させていくことであろう。

音楽の発信拠点となる場所としての役割を持たせるため、音

楽ホールを設計することが重要となる。そのため設計手法と

して空間を形成する要素に音響特性と構造システムをハイブ

リット化させることで新たなホールのあり方の提案をする。

アーティストのための音楽ホール	
響心堂

奨励賞

田中　章仁
たなか　　	あきひと

千葉工業大学工学部建築都市環境学科

大
学
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地域におけるコミュニティの希薄化は都心、地方に関わ

らず各地域が直面している問題である。自分達の地域に

関わる事は住民自身で解決していく事が大切にも関わら

ずその意識すらないのが現状だ。

　この作品は「観光客のための街」になっている地方都

市を「地元住民の街」としての側面を再度意識させ、埋

もれてしまった地元住民の居場所を作り出す建築であ

る。敷地はあえて観光の拠点となる場所を選定している

ところが、地元住民のための街にしたいという作者の意

図を明確にあらわしているようで潔い。

　また地形を生かした建物配置とうねり道のような地域

特性を現した形状は街そのものを体で感じられ、断面的

にも地形の美しさを損なわない非常に素直な提案であ

る。うねった形状により、海の景色、街並み、建物の中

心に配置された庭、庭越しにみえる建物内での活動、と

移り変わる景色がこの建物を散策する楽しさを生んでい

るのが良くわかる。この建築が文字通り「玄関口」とな

れば地域住民の活気に溢れた賑わいある街として観光業

にも相乗効果を生むかもしれない。
審査員：伊藤茉莉子

地域コミュニティーの活性化。近年各地で求められている大

きなテーマの一つである。人やモノの繋がり、地域性や場所

性が重視され、経済を支えるための商品を乱立するまちづく

りから、「そこにしかないもの」が求められる方へ時代の流

れがシフトしたのである。

　現在熱海市には、生涯学習の仕組みはあれど、活動を行う

場所が足りていないことや、高い高齢者率による将来にかけ

ての人口減少、世代間交流がない、観光客の居場所はあるが、

地域住民の居場所が少ないなど、問題が多くある。土地利用

のされ方についても、未だに高層の建物が着々と建設されて

いき、居場所が増えそうな気配はやはり感じられない。この

現状を踏まえ、先の熱海を考えるため、あえてホテル街に敷

地を選定した。熱海の地域コミュニティーを育むための複合

型学習施設を提案した。

熱海の玄関口となる、コミュニティーの
拠り所

奨励賞

松本　竜太
まつもと　	りょうた

千葉工業大学工学部デザイン科学科

大
学
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青森といえば夏祭りのねぶたが頭をよぎる　ハレの日街

は祭りで賑わい踊り手とともに彩られた大型のねぶたが

街を練り歩く風景が想像される。今回の提案は船、鉄

道、車の交通の 3つの交通軸の接点に計画された地域を

生かした建物郡と親水公園の創出により来訪者との交流

と市民の生活拠点として多彩な活動スペースの提案であ

る。　陸上から緩やかに段上に海までつづくデザインが

先端の水上ステージを見れるように屋根の高さを工夫し

ている。地域の工芸品のガラス工房、津軽凧製作、手芸

教室などに通い同じ共通の趣味以外の人との交流、文化

の技術継承を建物の高さ大きさにより内の建物から屋根

だけの中間領域を生成することにより各施設とのバラン

スを見ながら地形も含めてデザインされている。

階段状のランドスケープと各施設の繋がり方や　平面プ

ランとそのボリュームやなぜ三角形の屋根なのかを表現

するように出来ればもっと良い作品となったであろう。　

短期大学での出展でありこれから建築をさらに学び社会

に飛躍することを望みます。

審査員：蒲生　良隆

青森市は、水上交通の青函連絡船、陸上交通の新

幹線の開発を中心として生活・交流の場を増やし

てきた。青森港湾域ではウォーターフロントの活

性・整備の一つに、地域性を活かした来訪者との交

流や市民の生活拠点としての場が求められている。	

本計画は、青森の活力である「ねぶた」をはじめとした創作

文化や技術継承など多様な表現発信の育成を提案することか

ら始まる。ひとつながりの湾岸域は、段状にレベル操作され

たランドスケープにより親水公園を創出させ、屋根による内

外関係や視線・動線の連結操作により建築の構成を行った。

そして、わんど（人々）は多彩な活動を能動的に結び、暮ら

しの「要」として愛される庭（場）となり発展していく。

奨励賞

山内　颯
やまうち　	はやて

日本大学短期大学部建築・生活デザイン学科

わんどの庭
ー海・工芸・人が結ばれる場所ー

大
学
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夜間の公園をほのかに照らすのは球形のトイレであり建

物自体が照明装置となっている発想はとても面白い。人

は明るいところが安全と感じるので犯罪がおこりにくよ

うにとの設計意図がうかがえる。通常閉鎖的になる 1ヶ

所の出入口トイレを２方向から入れるように工夫されさ

らに上方へと開放感を持たせ犯罪が起こりにくく設計さ

れているこころ配りがみてとれる。手洗い、洗面スペー

スもあえて外部に配置しているがルーバー状の目隠しに

より曖昧な空間としての演出がされており手洗いだけで

も気軽に子どもができる提案が素晴らしい。　本体の骨

組みでは水平軸が協調されているのでもう少し自然に溶

け込む工夫が欲しところである、また完成した後のトイ

レをいかに綺麗に保つか、この公園に集うみんなが率先

して綺麗に保つ仕組みなども建築を通じて出来るように

提案していればもっと良い評価が得られたと思われる。

建築を学んでまだ二年と浅い中にも清掃用具室からの動

線や小便器の配置などディテールを考えた設計であっ

た。これから伸びていく設計思考力に魅力があり将来が

とても楽しみである。社会に出てからの活躍を期待して

います。 審査員：蒲生　良隆

トイレは日常生活になくてはならない存在である。

しかし、公園に設置されている公衆トイレの世間のイメージ

は「汚い」「臭い」「危ない」など、良いイメージとはいえない。

老若男女、障害、国籍を問わず利用される地域の交流の場で

ある公園には「綺麗」「衛生的」「安全」などのイメージが当

てはまるようなトイレを設置するべきだと考えた。

公園には、四季折々の花や木がある。

そのような自然を崩さなような公衆トイレとして、クスノキ

の樹形を取り入れ、公園のシンボルとなるような形にした。

また子供が安心して利用でき、様々な人にとって利用しやす

い公衆トイレ計画する。

大きな樹

奨励賞

下野　真緒
しもの　　	まお

千葉職業能力開発短期大学校住居環境科

大
学
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プライベートとパブリックの襞のような境界を如何にデ

ザインするかをテーマとしているこの卒業設計は、人の

生活（営み）が家というプライベートスペースをはみ出

す様を丹念にスケッチし、月島に住む人々の生活が空間

とどうつながり合っているかを徹底的にリサーチするこ

とから始めている。このような方法で、新たな集住のあ

り方を追求する姿勢は、大いに共感する。

その先の提案は、かなり尖がっている。既視感があるこ

とが気になるが、住戸内の廊下を半共用空間化し、そこ

に寝室・浴室を含む室をむき出しに配置することで、か

たいセキュリティラインで仕切られている都市居住の構

造をぶち壊そうとしている。自己と他者の間にある同心

円状の構造を解体することを要求しているのだ。学生ら

しいゴツゴツしたとても若い感性だと思う。社会人に

なって、この荒々しさやデザインがどう変化していくの

か、楽しみだ。

審査員：安田　俊也

私は都市で生活することの喜びの本質を探ることを目的とし

ます。現代の均質化する都市に対し、生活の滲み出しや都市

空間の住みこなし、都市とプライベートの相互干渉が都市で

生活する上で喜びに繋がっていると考えます。東京都の月島

は小さい頃からの親しみのる場所です。この地域では、生活

感が滲み出す生活容態が高層化の波に取って代わられ消えて

しまう現状があります。対象敷地は中層マンションの建設予

定地を選定し、資本論理の強く働くこの地域で重層マンショ

ンと対峙可能かつ滲み出す生活感を残す集合住宅を計画しま

す。月島的変化はこの地域にとどまらず中国の都市やアジア

の幾つかの都市でも見受けられます。高層化により均質化し

ていく都市の中で高らかに生活することの喜びを謳う都市と

生活の関係性の建築化が必要だと考えます。

月島的変化

奨励賞

小山　竜二
こやま　　	りゅうじ

東京電機大学未来科学部建築学科

大
学
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　かつては農業が盛んであった街が高齢化によって廃れ

ていくというのは、日本の地方にいくらでも存在する問

題である。この問題を全く別の手法で解決するのではな

く、農業そのものの力で地域を守ろうという素直な計画

だ。農業は単に食物を作るだけでなく地域を活性化して

いく魅力にもなり得るという考えだ。

　この農業体験型施設というのはファミリー層を主とし

た子供向けの施設として昨今増えつつある施設である

が、この作品は利用者がこの地に根付く事を目的として

いるため、子供だけでなく地元の老人、移住希望者にも

向けた施設として想定している、その着眼点は良かった。

しかしそれであれば、もう少し施設の形状や共用部のあ

り方、農作物と施設との関わり方にもその特徴を反映さ

せて欲しかった。また、クラスターごとに名称が違うの

で各用途が異なるようだが、その群れ方にも独特のプロ

グラムと作者なりのデザインが加わればより説得力のあ

る作品になったように思う。

審査員：伊藤茉莉子

茨城県笠間市は商業と手工業・農業が盛んな町であり、金鉱

石の採掘・酒造業・和紙生産などが行われていた。しかし ,

現在の笠間市は高齢化によって耕作放棄地が増加し、農業は

都市化という流れに埋もれ若者から敬遠され深刻化しつつあ

る情勢になっている。そこで、“ ふれあい ” をテーマとし農

業によって (1) 耕作放棄地の再生、(2) 人との関わり、(3) 歴史・

文化・美術等との融合を図る、(4) 高齢化問題を解く。クラ

インガルテンの種をまき、地域 ( 文化 ) とのふれあい・人と

人とのふれあい・自然とのふれあい、の実が出来ていき地域

活性化という名の花が笠間市全体に咲く。クラインガルテン

によって、笠間市に新たな田園空間を提案する。

ふれあいの種
～クラインガルテンが築く人々の輪～

奨励賞

宇津　里緒奈
うつ　　　	りおな

日本大学短期大学部建築・生活デザイン科

大
学
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津波避難公園の提案に、終末処理場の津波対策を考慮し

て提案されている本計画の着眼点は素晴らしいと考えま

す。避難施設としての機能として、ヘリポートの設置、

農園の設置、ソーラー発電による電力の備蓄、給水塔に

よる田畑への散水機能など多機能を持たせています。構

造計画上は、四角錘型トラス（8ｍ× 8ｍ）構造を採用

し、耐震性、耐津波性を確保させています。四角錘型ト

ラスの頂部には給水塔、ソーラー発電設備などが配され

ています。避難施設として多機能を持たせている計画の

提案となっています。平常時の避難施設利用が積極的に

考えられています。少々気にかかる点として、当該施設

として千葉市美浜区磯辺町を想定している点です。当該

地域は、東日本大震災発生時において、地盤の液状化が

発生した地域であり、噴砂現象により周辺地盤が大きく

沈下した被災地域であることです。基礎部分について不

同沈下を防ぎ、かつ津波による水平力に耐える基礎計画

が配慮されておれば、さらに充実した提案であったと思

います。　　

審査員：園部　隆夫

「この街に津波は来るのだろうか？」

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災以来、

東京湾沿岸部にある私の住む街では、この小さな囁きを時折

耳にします。

この小さな囁きは、怖さと大丈夫だろうという不安定な気持

ちを示す囁きであると私は感じています。

この「囁き」に対して、建築にできることは事前津波対策です。

しかし、その気持ちに応えるには、建築する必要性を問う必

要があります。

本提案は、必ず海に面する終末処理場を自立する公園にする

ことで建築する必要性を導き、東京湾沿岸部に発生する可能

性のある津波に対して、事前対策をする提案です。

また、世にある終末処理場は、津波に対してまだまだ対策が

施されていません。

したがって、この提案は終末処理場を有する全ての地域への

警告でもあります。

「津波避難公園」の提案・警告

奨励賞

秋山　竜汰
あきやま　		りゅうた

東京電機大学情報環境学部情報環境学科

大
学
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①平常時：農園自然公園
・ソーラー発電による電力の備蓄
・給水塔による田畑への散水

③津波発生時：ヘリポート
・想定外の津波における避難場所
・負傷者の輸送（災害拠点病院との連携）

②津波発生時：避難階段
・折れ階段による安全な避難
・植木を回遊する

４.設計概要

　用途　：　農園自然公園（平常時）、一時避難・生活拠点（津波発生時）
　構造　：　耐地震・耐津波として優れる四角錐型トラス構造（８ｍ×８ｍスパン）

本設計は、四角錐で構築される空間を
連続配置し、その空間の間に生まれる
余剰空間を一時生活拠点として計画した。
津波発生後、一時生活拠点では、
水と電気の分配、生活の配置計画を
避難者の構築するコミュニティによって行う。

屋根下空間の構築癒し・やすらぎの構築 プライベートな空間の構築

下水処理場の汚泥を
再生利用した植栽

・給水塔
・ソーラー発電設備

一時生活拠点・イメージ（夜間）

３.敷地選定　(花見川終末処理場)
設計する敷地として終末処理場の上部空間を選定した。

終末処理場は、千葉県印旛沼流域の川の汚水の処理、
周辺地域の生活雑排水の処理を行い、
水洗トイレ用水、公園の修景用水等に再生水を供給する
機能を持つ。終末処理場上部空間は、
野球場・サッカー場・ゲートボール場として整備されており、
地域住民の憩いの場として開放されている。したがって、地域住民の憩いの場として開放されている。したがって、
津波から守るべき建築物である。
また、磯辺町の戸建て住宅群と近接する敷地に立地する
建築物である。すなわち、避難距離の制約を減らすことの
できる敷地である。

　　　　また、近年の環境基準に対応するため、
　　　　高度下水処理施設を増築予定がある。
　　　　本設計は、増築予定の高度下水処理施設の　　　　本設計は、増築予定の高度下水処理施設の
　　　　上部空間を活かした提案である。

2.対象地域課題点
2.1 大規模地震

磯辺町は大規模地震（東京湾北部地震）によって、
高さ3ｍの津波が、地震発生から約３～７分で到達する
可能性がある。
したがって、健常者の歩行速度を80ｍ/minと仮定した場合、
避難可能距離はおよそ２４０ｍ～５６０ｍである。すなわち、
磯辺町は近くに高さ３ｍ以上の避難場所が必要である。磯辺町は近くに高さ３ｍ以上の避難場所が必要である。
また、東日本大震災では想定外の津波高12ｍを記録した。
これを考慮すると高さ12ｍ以上の避難場所も必要である。

2.2 一時生活場所の不足

磯辺町の高さ３ｍ以下に住む総人口は、約８５００人である。
また、磯部町に指定されている避難所の収容可能人数は、
６１６０人である。したがって、高さ３ｍの津波発生後、
約１３００人が一時生活場所を得られない可能性がある。約１３００人が一時生活場所を得られない可能性がある。

終末処理場

木造戸建住宅群

5階建団地群

災害拠点病院

※対象地域について

・人口

 １７７０７人（平成29年4月1日）

・高齢化率

 45％（木造戸建住宅群に限る）

・海抜

 ０～２．０ｍ

・海抜１５ｍの高台までの距離・海抜１５ｍの高台までの距離

 最大３．２ｋｍ

・指定避難所収容可能人数

 約６１６０人

３分移動可能距離（歩行）

半径：２４０ｍ

１.背景・目的
2011年3月11日に発生した東日本大震災では、
津波の被害が甚大であった。特に、

①避難時間不足及び避難距離の制約による人的被害
②木造戸建住宅全壊による一時生活場所の不足

の２つは、被害を深刻にした。

東京湾に面する千葉市美浜区磯辺町は、
2階建て戸建木造住宅群を沿岸部に有する地域である。2階建て戸建木造住宅群を沿岸部に有する地域である。
そして、今後発生すると考えられる大規模地震によって、
東日本大震災と同様な津波被害が生じる可能性がある。

　　本設計は、千葉市美浜区磯辺町を対象とし、
　　①津波から安全に避難し、生存すること
　　②津波避難後の数日の一時生活を保証すること
　　の２つを目的とし、津波避難公園を提案する。
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新井　育実
あらい　		　いくみ

千葉大学工学部建築学科

奨励賞大
学
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いくつもの居心地の良い小さな図

書館を、街の隙間に埋め込み、徒

歩圏内に図書館があるネットワー

クを提案するこの卒業設計は、「図

書館が本当に好き！」というオー

ラを体全体から発散している新井

さんが、自分のために発想したも

のと思いましたが、一方、図書館

の役割が大きく変わってきている

現代的状況を的確に捉えていま

す。

サードプレイス、ザワザワしてい

る図書館、つながる図書館・・・

これらは最新の図書館の特徴を

表すキーワードですが、IT やバー

チャルな世界によって孤独感が拡

大する社会において、いつでも好

きな時に利用できる図書館は、本

という実体を持った情報が行きか

い、人と人が Face	to	Face で向き

合える、居心地の良い交流・居場

所としての役割が重要視されるよ

うに変化しています。都市の隙間

が持つ空間特性を活用した小さな

図書館が至る所にあり、仕事に疲

れた時にカフェに寄るような感覚

で訪れられる。そして、匿名性が

ありながらもつながりあう都会的

人間関係を育んでいく。そんな未

来の図書館像を、作者は示したの

だと思う。

審査員：安田　俊也

図書館建築が、ハードの機能として人のためにできることは何だろう。

人が「居る」ための図書館空間について考える。

貸出が中心であった図書館は、いつからか「滞在型」へと変わり、「課題解決型」「生活提案

型」などが増え、人に焦点を向けるようになりつつある。

そして、カフェの併設や商業施設との複合など様々な新しい図書館が生まれている。その中

で、人が「居る」ための空間としての形態についてはあまり考えられてこなかったように感

じる。

そこで、図書館の中で人が何を感じ取っているのかを考察し、それらを元に空間を作ってい

く方法を考えた。そしてデザインプロトタイプ及びモデルプランを作成した。

圕
余白のためのプロトコル
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都市における公共施設のあり方として、敷地周辺だけで

なくもう少し大きなスケールで俯瞰して完成後のその建

築の存在意義を考えることは非常に重要である。この作

品は街に対して積極的に「越境」することで分断化され

た街を繋ぐという公共建築のあり方を模索している。

単に中央に大きくヴォイドをとるのではなく、多方向に

風が吹き抜けるように設けたヴォイドが空間の複雑さ、

面白さを生んでいる。平面だけで完結せずに立体的にか

つ分散させて設けられたこの街に求められている共用空

間が、平面的な人の流れを立体的なものへと変え、この

街での活動が内部のヴォイドや外部へとあふれ出す様が

非常に面白い。分断されて行われていた活動が、このヴォ

イドに接して配置されることで、活動同士が相まって新

しい何かを生み出すことが期待できるように思う。「街

並玄関孔」というタイトルが一言でこの作品の意味、都

市へのあり方を表しているようで作者のセンスを感じさ

せる。

審査員：伊藤茉莉子

敷地の中だけで建築が完結し自分たちのみ良い環境を作るこ

とは、都市をつまらないものにしていると感じる。そこに建

築が建つとき、敷地境界を越えて考えることがより新しい空

間の可能性を生むのではないだろうか。

孤立した街を一つの建築と見立てた時、そこであまり担保で

きていない都市活動や補足するべきプログラムを集約させ、

街の人が常に使い続ける街の玄関としての新しい関係性を生

む建築を提案する。

街並玄関孔

奨励賞

今埜　歩
こんの　　	あゆみ

東京理科大学理工学部建築学科

大
学
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石井　亨和
いしい　		　あきかず

東京電機大学未来科学部建築学科

奨励賞大
学
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都市空間において広大なスペース

をもつ滑走路のあり方を見直した

いという挑戦的なテーマだ。その

意欲と熱意は伝わったが、私には、

その意欲を超えるような創造的な

建築提案の魅力を感じるに至らな

かった！と、作者の今後の成長の

ためにも、あえて厳しい意見を言

おう。敷地は立川駐屯地の全長約

1,300m の滑走路エリア、その滑

走路に徹底して向き合うことを避

けるかのように、提案は、「滑走

路」そのものはイベント行為に留

まり、滑走路周辺部に焦点を移し

て、関連施設（コミュニティ施設

など）をつくるに留まっている。

「滑走路」から逃げてはいけなかっ

たのではないかと思ってしまう。

「滑走路」上に建築としてつくる

ことは前提としないまでも、むし

ろ、「無理やりつくらないことの

意味」を探求し、かつ強化できな

かったのだろうか。

例えば、環境技術（地熱利用、クー

ルピット、遮熱耐熱舗装、路盤で

の太陽熱利用、地下シェルター利

用）を抱き込む方法もあったので

はないか。

近未来の「建築 +環境 +構造と

ランドスケープと土木」が融合し

た、新しい都市のあり方を示唆す

るところまで、提案が届けば、さ

らに良くなったのではないかと思

う。

審査員：鳴海　雅人

都市空間において広大なスペースをもつ滑走路のあり方を見直したい。私の地元の街である

東京都立川市には陸上自衛隊立川駐屯地の一部に全長約 1,300mの滑走路があり、ヒューマ

ンスケールを超えた大らかな風景に幼い頃から愛着がある。この場所は現在有事以外での日

常的な飛行機の離着陸が行われておらず、街の大きな空地となっている。周辺地域からネガ

ティブなイメージももたれるが、空地であることをメリットにそこが日常的に街の公共空間

として利用され周辺環境との関係性をつくることを目的としたい。街と滑走路の境界に点在

する建築が人々の大きな受け皿として拠り所をつくり、街の新しいネットワークを生み出す。

そしてこの空地は残り続ける。

Runway
－街の高揚－
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小湊鉄道は終点の駅の一つである五井駅はＪＲと私鉄を

結ぶ異なるスケール感の駅が共存するイメージがありま

す。駅を二つの対象的な空間に分け、対比するという着

眼点は大変興味深く、楽しいアイデアだと感じました。

しかし、その棲み分けは少し、短絡的でデザインをまと

めていくための方法が安易に感じた事と、そのような二

つのテーマに対してもう少し、掘り下げてデザインにこ

だわると、他の楽しみが見つかったのではないかとも思

いました。また、一番チャレンジしてもらいたかった空

間としては、その二つの対比空間をつなげるブリッジ、

駅そのものがどのようにあるべきなのかを創出してもら

いたかったと感じました。発想を具体化していく中でも

う一度初めのコンセプトと向き合い、そのコンセプトが

しっかりと伝わるデザインになっているかを、見つめな

おせるとより、魅力的な駅舎になったと思います。

審査員：磯野　智由

チバニアンの発見により、観光地としての注目がますます多

く集められている市原市。そんな市原市には小湊鉄道という

ローカル鉄道が市全体を縦断するように伸びていて、観光地

を巡るための重要な交通手段となっている。そこでは人と人

とがふれあい、どこか懐かしくゆったりとした時間が流れて

いる。しかし近年、小湊鉄道の利用者は年々減少し、小湊線

沿線の地域における少子高齢化によって市原の豊かな田園風

景が失われようとしている。そこで小湊鉄道の利用を促し、

市全体を活性化させるような新たな駅舎を計画する。

本計画では、駅を二つの対象的な空間に分け、その対比によっ

てまるでタイムスリップしたかのような空間を作り、小湊鉄

道の利用を促すような提案を考えた。

時の駅
ローカル鉄道でひらける町の駅舎

奨励賞

児玉　大樹
こだま　	　だいき

千葉職業能力開発短期大学校住居環境科

大
学
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荒川修作とマドリン・ギンズの養老天命反転地が最近ｲﾝ

ｽﾀ映えするということで脚光を浴びているという。この

提案はこうした、体験型アートと少し共通点があるのを

感じた。都合が良い環境に慣れてしまうとその環境の良

さに慣れ、気づくことができなくなる人間の欲望。不都

合があることで気がつく、建築の大切な意義。都市に潜

む記憶の片鱗を基に都市的にその概念を展開していくこ

とで生まれる何か、普段感じることのない何かを感覚的

に感じ取る装置の提案。そのような仕掛けを作る一つの

方法論を提案している。なかなか哲学的な発想であり、

その結果生み出される何かがもう少し伝わってくるとよ

り高い評価につながったのではないかと感じます。不都

合で不思議な建築が都市に点在されたとき、街づくりに

活かされるビジョンが少し見えづらかったようにも思え

る。今年は解り易くシンプルな提案が評価された様な気

もあり、残念な結果になってしまったが、着眼から構想、

デザインに客観性を持たせる手法やプレゼンまで力を感

じます。

審査員：磯野　智由

19 世紀末、ただ広いだけの何も無い空間で眩暈や不安感に

かられる「広場・空間恐怖症」が流行した。現代はどんな場

所でも心地よく安心しきって利用している。私はこの状態を

「広場・空間安心症」と呼ぶことにする。

「まち」、「歴史」などといったテーブルから抑制されたもの

は徐々にそのテーブルから落ちてゆき、忘れ去られてゆく。

　私は、歴史の観察者となり、そのまちを探ってゆく。

　どんなに栄えているまちでも、どんなに賑わっているまち

でも、人々がないがしろにし、捨ててきた小さな風景や環境

は存在する。

人々は見て見ぬふりをした。

　私は、忘れ去られた歴史を繋ぎ合わせ、表出させてみる。

それは、怖さや、気持ち悪さとは少し違う。置き去りにした

記憶が蘇ってくる。

　　私たちの次の行動や、明日を少し変えるような。

　　　　　　　　　まちに『ささやかな建築を添えて。』

表出する感覚
ー歪んだ建築空間ー

奨励賞

小池　翔太
こいけ　	　	しょうた

千葉工業大学工学部建築都市環境学科

大
学
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東京オリンピック選手村に建てる選手用住宅を、一時的

な利用を目的でつくるべきではなく、長期的に公共住宅

として使用するために設計された作品である。行政が生

活者をそして生活者同士が、サポートする・サポートさ

れる関係性を生み出しやすいプリンニングが展開されて

いる。

良質なインフラとしての住宅整備という視点は、少子高

齢化をすでに迎えている日本にとって、重要なテーマで

ある。

審査員：関谷　和則

近年の日本は出生率が減り続け人口減少超高齢化の中、空き

家は増加傾向にある。それをスポーツを通じて解決する。本

提案では既に存在する原案から住棟配置や住棟規模は踏襲

し、東京 2020 のオリンピックレガシーに沿い象徴的な 1棟

として計画した。選手村利用時に必要とされる用途機能から、

大会終了後に継続的な価値を付加する要素や対象者、それに

対する出資者も選定する。共同生活で顔を合わせやすい選手

村のつくりを継続利用し大会終了後もコミュニケーションを

積極的に図れる環境をつくる。対象者が明確な役割を担うこ

とによりお互いにポジティブな影響を与えることはレガシー

の延長である。モノとしての計画にとどまらず無形提案も加

え選手村後を、スポーツを軸に支え合うサポート村として提

案する。

選手村からサポート村へ	
東京 2020 選手村の大会時利用と大会後利用を考えた共同住宅の提案

池羽　七海
いけば　　	ななみ

明海大学不動産学部不動産学科

大
学
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　　過去のオリンピックで使用された選手村の多くは、大会後、民間住宅として利用さ
れることを前提として建てられてきた。東京2020もその予定だが、それに伴う問題が
2つある。

　　1つ目は、日本の人口が減少し出生率の大幅な上昇が見込めなく（図1）、空き家が
増加する一方（図2）なのに居住目的の建物を建設するということだ。

　　2つ目は住宅として供給する際に改修や大量の不要物が出ることだ。東京2020の選
手村利用プロセスは、東京都が民間事業者から整備中（スケルトン状態）の住宅を一
時的に借り受けて選手村用の宿泊施設として内装工事を行い、大会終了後はスケルト
ンに戻し民間事業者が一般住宅として再整備するもの(図3)で、再整備にかかる廃棄物
と時間の面で非常に無駄を感じた。

選

手

村

か

ら
サ

ポ
ｌ
ト

村
へ

東京2020選手村の大会時利用と大会後利用を考えた共同住宅の提案

背景

設計プロセス

周辺環境と配置計画

人口減少・空き家増加の中の
新たに、凡庸で画一的な住宅を
建設

課題１

再整備にかかる、廃棄物と時間
の浪費

課題2

・大会時から大会後まで使い続けられる建物の計画（ハード）
・スポーツを通じて住人がつながる関係性の計画（ソフト）

設計方針

・公開されている既存案から、住棟配置、必要戸数等の条件を引き継ぐ
・既存案の住棟のうち、１棟を設計する

設計条件

自身の競技生活経験

コンセプト

図1 出生数と出生率

図2 空き家率の推移

本提案では、選手村で必要とされる用途機能や利用者を検討して、スポーツの祭典を引き継ぐこの敷地ならではの、
エリアに継続的な価値を付加する要素として、＜運動＞＜栄養摂取＞＜治療＞に関わる用途、利用者を設定した。

【大会時から大会後まで使い続けられる建物の計画】
・廃棄される設備削減のために、集約できる部分は集約して設けた（大浴場など）。
・大会前後に求められる用途として、治療院、厨房、食堂、ジム、大浴場を設けた。
・大会時には、各国の様々な立場の人が共同生活するなかで、顔合わせがしやすいつくりが求められるため、大会後も周
囲とのコミュニケーションを積極的にはかれる建物となる。
【住人がつながる関係性の計画】
・このエリアの利用者が運動、栄養、治療などスポーツを通して結びつき、役割を明確にしてお互いをサポートできる入
居者想定した。
・収益のしくみも提示した。

選手村跡地が継続的して利用されることで物理的なレガシーになる。
更に、スポーツ健康にかかわる文化・教育の拠点となることで、スポーツが身近な、健康的なライフスタイルを促進させ
るような場となり、内面的なレガシーにもなるだろう。

右の図は、公開されている既存案に基づく配置図
である。住棟配置、必要戸数等の条件を引き継ぐ。
既存案の住棟のうち、東京湾側のL型住棟の一部を
計画対象とした。
ここは、公共交通および選手村中心部から離れて
いて、アクセスは悪いが、東京湾に面して開放さ
れた場所になる。アクセスの悪さから、完結性を
もったある程度多用途な建物が求められる。開放
的な景観は積極的にとりこみ、このエリアの価値と
して生かす。

・一部のトップ選手を除き、競技に集中できる住環境を得る難しさ
・治療や栄養摂取（食生活）の重要性とそれらにアクセスすることの難しさ
・大会で結果を求められる選手はもっと優遇されるべきである

図3 既存案の利用プロセスと宿泊室のイメージ

別紙

選手村の内装整備と３Ｒの検討
民間事業者が整備中の

住宅を一時借用

構造躯体（スケルトン）

選手村の宿泊施設

構造躯体（スケルトン）

仕上げ工事

新築住宅として分譲等

大会時内装

撤去

工事期間

約２～３年 公共施設等での再利用を検討中

更なる３Ｒの取組を推進

選手村宿泊室イメージ

■給湯器［撤去］ （約3,900台）

玄関

■シャワーユニット・トイレ［撤去］ （約900台）

■３点ユニットバス［撤去］ （約4,900台）

■室内建具
ダンボール建具［撤去］

大会時内装

設置

約3,900戸分

・給湯器

・エアコン

・ユニットバス

・内装材（ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ材等）

など

■居室

凡

例

リビング

シングル

ツイン

仮間仕切壁

給湯器

エアコン ﾊﾞﾙｺﾆｰ

※数量は変更の可能性あり

仮間仕切壁 ： カラープラスターボード［撤去］
床（表面）： フローリング［撤去］
天井 ： カラープラスターボード［撤去］
エアコン［撤去］ （約15,000台）

勝どき駅

月島駅

竹芝駅

浜松町駅

新豊洲駅

市場前駅

隅
田

川

朝
潮

運
河

春
海

運
河

日の出駅

利用者の声

総務統計局　空き家等の住宅に関する主な指標の集計結果について

東京都オリンピック委員会
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審査経過

第 30 回千葉県建築学生賞は、昨年より 6作品多い、23 作品（７大

学	１２学科）で競われた。大学名を伏せての公開審査は、出展者

への質疑応答を踏まえた、8名の審査委員間での討議、投票、挙手

による丁寧な審査により行われた。

〈公開プレゼンテーション〉

12:00 より、大型プロジェクターを利用して、1作品あたり持ち時

間 5分のプレゼンテーションを登録番号順に行った。2名（作品番

号 12.16）が欠席であったが、すべての発表者が、作品の要点をま

とめ、思いが伝わるプレゼンテーションを行った。

〈審査委員による作品巡回〉

プレゼンテーション終了後、14:20 より 15:00 まで審査委員が個別

に、各作品のプレゼンテーションブースを巡回し、作品をさらに読

み込んでいく質疑応答の時間とした。各審査委員が気になる作品に

対し、質疑応答により作品の理解を深める重要なプロセスとなった。

〈1次審査：2次審査に進む 8作品を選出〉

15:00 より 1次審査を開始した。全 23 作品を登録番号順に、8名の

審査委員が、気になる作品に対し、批評していく形式で全作品への

コメント、批評後に、1回目の投票を実施（審査委員持ち点／ 8作

審査コーディネーター

　																																															佐々木　達郎
第 30 回千葉県建築学生賞展

一次審査

投票１－１

No. タイトル /サブタイトル 中野 鳴海 安田 関谷 園部 蒲生 磯野 伊藤 集計 結果

1
烈風のマディーナ

2 0 0 0 2 2 2 0 8 　
大地を纏い広がる街

2
人間の棲

0 2 2 0 0 0 2 0 6 　
無数の空間的アフォーダンスを含む地形

3
新都の船壁

0 2 2 0 2 0 2 0 8 　
バングラデシュにおける新たな複合施設の提案

4
Seamless Market

0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
 ベットタウンに開かれた卸売市場の提案

5
めんめを育てる

2 2 2 2 0 2 2 2 14 通過
- 南海トラフ地震での津波に備える孤児院の提案 -

6
 flow

2 2 2 0 2 0 2 2 12 通過
 月と海のリズムと呼応する助産院

7
新宿区立大久保小学校建て替え提案 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
小規模校の魅力を引き出す形

8
アーティストのための音楽ホール　響心堂

1 0 0 0 2 2 0 0 5 　
　

9
・・・テミル。

2 2 2 2 0 0 0 2 10 通過
人生をリセットする探索と思想の水族館

10
熱海の玄関口となる、コミュニティーの拠り所 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
　

11
わんどの庭　

0 0 0 0 0 2 0 0 2 　
-海・工芸・人が結ばれる場所 -

12
選手村からサポート村へ　

0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
東京 2020 選手村の大会時利用と大会後利用を考えた共同住宅の提案

13
大きな樹

0 0 0 0 0 2 0 0 2 　
　

14
月島的変化　

0 0 2 2 0 0 0 2 6 　
　

15
ふれあいの種

0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
～クラインガルテンが築く人々の輪～

16
塵海の廻都

0 0 0 2 2 2 2 0 8 　
海洋ごみで成長する洋上都市の提案 

17
「津波避難公園」の提案・警告

0 0 0 0 2 0 0 2 4 　
　

18
圕　（としょかん）

2 2 2 2 0 0 0 2 10 通過
余白のためのプロトコル

19
街並玄関孔

2 2 0 2 0 0 0 2 8 　
　

20
Runway

0 0 0 0 2 2 2 0 6 　
-街の高揚 - 

21
時の駅

0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
ローカル鉄道でひらける町の駅舎

22
表出する感覚

2 2 0 2 0 0 2 0 8 　
 -歪んだ建築空間 -

23
振る舞いを紡ぐ

2 1 2 2 2 2 0 2 13 通過
-変わりつつある商店街の未来 -

大
学
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品に 2点、準ずる 1作品に 1点）15 点得票 1作品（作品番号 5）、

14 点得票 2作品（作品番号 6.23）、13 点得票 2作品（作品番号 9.18）

の 5作品を選出した。

その後、2回目の投票を実施、4点得票1作品（作品番号19）を選出し、

3点得票 5作品（作品番号 3.14.16.20.22）が並んだため、審査委員

8名が 5作品に対し、各 2作品を挙手する形で絞り込みを行った。

結果 6点得票 2作品（作品番号 16.20）を選出し 1次審査を終えた。

23 作品と出展作品数が多い中、1次審査で 8作品に絞り込むため、

23 作品全てに対し、十分な時間をかけ審議を行った。

	

〈2次審査：8作品から 4作品を選出〉

2次審査は、選出された 8作品を審査会場の中央に並べ、模型を囲

みながらの審議を行った。

各審査委員の気になる作品へのコメントから、審査委員間討議を全

8作品に対して順不同で行った。8作品全てに対し、一部作者への

質疑も行いながら、密度の濃い討議を行った。その後、投票を実施し、

23 点得票 1作品（作品番号 5）、15 点得票 1作品（作品番号 23）、

10 点得票 2作品（作品番号 16.20）という結果となった。

〈3次審査：2次審査投票結果から最優秀賞 1作品、優秀賞 2作品

を選出〉

2次審査の得票結果に明確な優劣が出たことから、大差の 23 点得

票を獲得した「めんめを育てる（5）」が最優秀賞に選出され、次点

の15点得票を獲得した「振る舞いを紡ぐ（23）」を優秀賞に選出した。

残りの優秀賞 1枠を 8から 10 点得票と均衡した 4作品（作品番号

6.9.16.20）を改めて各審査委員が 1作品を挙手する形で選出、3点

得票を獲得した「・・・テミル（9）」が優秀賞に選出された。

〈特別賞審査 :20 作品から 2作品を選出〉

特別賞は、上位 3作品を除く全ての作品を対象に、総合評価軸では

上位 3作品に及ばなかったものの、ある評価軸について抜きんでた

優秀な作品を選定する賞である。

審査委員長から各審査委員に、特別推したい作品の有無が確認され

た。その上で、2次審査投票結果、3次審査結果を踏まえ、最優秀賞、

優秀賞に次ぐ投票を獲得した 2作品、「flow（6）」「塵海の廻都（16）」

が順当に選出された。

〈JIA 出展 :3 作品を選出〉

最優秀賞、優秀賞の上位 3作品が、JIA 全国大会出展作品に選出さ

れた。

二次審査

受賞投票１－２ 投票２

中野 鳴海 安田 関谷 園部 蒲生 磯野 伊藤 集計 挙手 結果 中野 鳴海 安田 関谷 園部 蒲生 磯野 伊藤 集計 挙手

1 0 0 0 0 0 0 0 1 － － － － － － － － － －

0 0 1 0 0 0 0 0 1 － － － － － － － － － －

0 1 1 0 0 0 1 0 3 － － － － － － － － － －

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － 通過 2 6 4 5 4 2 23 －
最優秀賞

JIA 出展

－ － － － － － － － － 通過 6 3 9 2
特別賞

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － － － － － － － －

0 0 0 0 0 1 0 0 1 － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － 通過 3 2 3 8 3
JIA 出展

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － － － － － － － －

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － － － － － － － －

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － － － － － － － －

0 0 0 0 0 1 0 0 1 － － － － － － － － － －

0 0 1 1 0 0 1 3 － － － － － － － － － －

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － － － － － － － －

0 0 1 0 1 1 0 3 6 通過 4 1 5 10 2
特別賞

0 0 0 0 0 0 0 1 1 － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － 通過 1 1 

1 1 0 1 0 0 0 1 4 通過 4 4 

0 0 0 0 1 1 1 0 3 6 通過 7 1 2 10 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － － － － － － － －

1 1 0 1 0 0 0 0 3 4 － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － 通過 4 2 3 2 4 15 
JIA 出展
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熱 海 の 玄 関 口 と な る、 コ ミ ュ ニ

ティーの拠り所

松本　竜太　（まつもと　りょうた）

千葉工業大学工学部デザイン科学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	ー　　　　　　　	－

　

アーティストのための音楽ホール　響心堂

田中　章仁　（たなか　あきひと）

千葉工業大学工学部建築都市環境学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	ー　　　　　　　	－

　

烈風のマディーナ
大地を纏い広がる街

小室　昂久　（こむろ　たかひさ）

日本大学生産工学部建築工学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	ー　　　　　　　	－

　

・・・テミル
人生をリセットする探索と思想の水族館

小野　詩織　（おの　しおり）

日本大学生産工学部建築工学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	〇　　　　　　　	〇

　

わんどの庭
ー海・工芸・人が結ばれる場所ー

山内　颯　（やまうち　はやて）

日本大学短期大学部建築・生活デザイン学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	ー　　　　　　　	－

　

新都の船壁
バングラデシュにおける新たな複合施設の提案

赤堀　厚史　（あかぼり　あつし）

日本大学理工学部海洋建築工学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	ー　　　　　　　	－

　

Seamless Market
ベットタウンに開かれた卸売市場の提案

下泉　浩太　（しもいずみ　こうた）

千葉大学工学部都市環境システム学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	ー　　　　　　　	－

　 奨励賞

新宿区立大久保小学校建て替え提案
小規模校の魅力を引き出す形

富山　瑛太　（とみやま　えいた）

千葉工業大学工学部デザイン科学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	ー　　　　　　　	－

　

flow
月と海のリズムと呼応する助産院

山名　美月　（やまな　みづき）

東京理科大学理工学部建築学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	〇　　　　　　　	〇

　

めんめを育てる
ー南海トラフ地震での津波に備える孤児院の提案ー

小島　帆南海　（おじま　ほなみ）

千葉大学工学部都市環境システム学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	〇　　　　　　　	〇

　

なの花賞

1

2 人間の棲
無数の空間的アフォーダンスを含む地形

近藤　俊暢　（こんどう　としのぶ）

東京電機大学情報環境学部情報環境学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	ー　　　　　　　	－

　 奨励賞

3

優秀賞 JIA 全国大会出品

4

5

6

7

市民賞

8

9

11

12

特別賞

最優秀賞 JIA 全国大会出品

10

選手村からサポート村へ
東京 2020 選手村の大会時利用と大会後利用を考えた

共同住宅の提案

池羽　七海　（いけば　ななみ）

明海大学不動産学部不動産学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	ー　　　　　　　	－

　

奨励賞

奨励賞奨励賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

大学作品リスト大
学
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表出する感覚
ー歪んだ建築空間－

小池　翔太　（こいけ　しょうた）

千葉工業大学工学部建築都市環境学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	－　　　　　　　	ー

　

街並玄関孔

今埜　歩　（こんの　あゆみ）

東京理科大学理工学部建築学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	〇　　　　　　　	ー

　

ふれあいの種
～クラインガルテンが築く人々の輪～

宇津　里緒奈　（うつ　りおな）

日本大学短期大学部建築・生活デザイン学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	－　　　　　　　	ー

　

塵海の廻都
海洋ごみで成長する洋上都市の提案

黄　起範　（ふぁん　りの）

日本大学理工学部海洋建築工学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	〇　　　　　　　	〇

　

振る舞いを紡ぐ
ー変わりつつある商店街の未来ー

石井　康平　（いしい　こうへい）

千葉大学工学部建築学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	〇　　　　　　　	〇

　

圕
余白のためのプロトコル

新井　育実　（あらい　いくみ）

千葉大学工学部建築学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	〇　　　　　　　	ー

　

時の駅
ローカル鉄道でひらける町の駅舎

児玉　大樹　（こだま　だいき）

千葉職業能力開発短期大学校住居環境科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	－　　　　　　　	ー

　

Runway
ー街の高揚ー

石井　亨和　（いしい　あきかず）

東京電機大学未来科学部建築学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	〇　　　　　　　	ー

　

「津波避難公園」の提案・警告

秋山　竜汰　（あきやま　りゅうた）

東京電機大学情報環境学部情報環境学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	－　　　　　　　	ー

　

15

16

特別賞

18

19

13

14

20

21

23

17

22

奨励賞

大きな樹

下野　真緒　（しもの　まお）

千葉職業能力開発短期大学校住居環境科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	ー　　　　　　　	－

　

月島的変化

小山　竜二　（こやま　りゅうじ）

東京電機大学未来科学部建築学科

一次選考結果　　　二次選考結果

　　	ー　　　　　　　	－

　

優秀賞 JIA 全国大会出品

奨励賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞
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最優秀賞　　　めんめを育てる　　小島  帆南海

JIA 全国大会出品　　　　　小島 帆南海　　小野 詩織　　石井 康平　

審査結果・なの花賞大
学
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flow　　山名　美月

なの花会賞は、過去の千葉県建築学生賞への出展者で構成する会員のなかで、審査会当日に発表を

公聴したり作品を見た人達が、審査会終了後に投票し討議して決定する賞である。一人ひとつ選び

コメントを記入してもらう。その結果作品番号 3、６、22、23 が票を獲得したが、そのなかで群を

抜いて票を集めたのは 6番だった。6番へのコメントには「女性ならではの着眼点」や「ランドスケー

プと呼応した美しい情景」などがあった。

6番の「Flow」は、壮大な自然の摂理を手がかりに美しい建築を導きだしており、その展開は秀一

である。全体の様子は複数の建築が分散した配置だが、ひとつひとつの建物は屋根＋ボリューム＋

桟橋デッキという単純な要素でできており、一見複雑そうにも見えるが、様々な向きに集合しなが

らやわらかな構成になっている。斜面に立体的に展開しているが各居場所の役割や行動範囲につい

ての説明があり、人の動きがしっかり想定されている。模型を見ると 1本 1本緻密につくられた木

軸の表現が、本人が発表の中で触れていたように繊細ではかない雰囲気を作り出しており、どこか

神聖さとリゾート地のような開放感を同時に感じさせる。宇宙が作り出す神秘から生命を宿す建築

へとつながり、優しいイメージに帰着している。この作品から自然に抱かれるような気持ち良い感

覚を多くの人が感じ、共有できるのではなかろうか。

堅実で確かな設計の力が有ると感じた作品で、よって賞に値すると思われる。

（第 5回出展　佐久間達也）

なの花賞
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千葉県建築学生賞協議会　副審査委員長

　																																																			　鳴海　雅人

記念すべき第 30 回にして、始めて試
みた「高校の部」からのスタート
駅伝に喩えると、第 1走者が、区間新記録を出したに匹敵する、驚

きと鮮烈な印象を受けたのは私だけではないと思う。大学生をはじ

め、多くの関係者や通りすがりのオーディエンスが見守るなか、最

初のプレゼンティタ―は、京葉工業高校の上谷君だ。

タイミング良く、テーマも第 1走者に相応しい「てをとりあって」

これは、まさに、30 回に及ぶ学生賞の運営を象徴するかのような、

感慨深い素晴らしい言葉、まさに、「てをとりあって」私たちはこ

の場に集まり、みんなで、今を共有している。

メッセージは続く。「何か、「意味」を持った集合住宅を作りたい」

なるほど、建築は意味をカタチするものだ。するどい。

そしてメッセージは続く「その「意味」に「こども」を結び付ける

ことにした」

なるほど、意味に、今の社会の課題をつなげたのだ。素晴らしい。

さらにメッセージは続く「今の「こども」の社会問題、少子高齢化、

出生数と待機児童数関係を根拠に、近所付き合いのない、住むだけ

の役割に近い、今の住宅建築に課題がある」

なるほど、未来を背負うこどもを育てるのに相応しい建築の問題で

もある。

高校の部　審査総評
高
校
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さらにメッセージは続く「こどもを家庭的に保育サービスを行う

「チャイルドマインダ―」が手を取り合い、成長を見守る、新しい

スタイルの集合住宅を提案する」

なるほど、新しいスタイルの空間を見出そうとしている強い気持ち

を感じた。

ここまでは、大学生以上とも言える思考のプロセスであり、素晴ら

しいスタートだ。後段の建築空間提案については、放射状の囲まれ

感や見守り感のある空間構成は、今後、設計の精度を上げればもっ

と良くなると思う。

第 2走者は、市川工業高校の小田君。

「まちをめくる　まちをめぐる」は、既存のお茶の水の街を（多様

な視点で）めくり、街を巡るスポットとしての魅力的な建築を提案

している。

第 3走者は、市川工業高校の小島君。

「黄金比の図書館」は、パルテノン神殿やサクラダファミリアにも

通じる「神の比」。日頃、建築のプロポーションを試行錯誤してい

る私から見ても、美しいプロポーションを目指して図書館建築を作

ろうという試みは素晴らしい。

第 4走者は、市川工業高校の小田君。

「自然に奪われて、祝われて」は越前高田市の「軌跡の一本松」＝

象徴的な頼りをきっかけに、祝祭空間に辿りつくシークエンスを独

自のスケッチで見事に表現している。

第 5（最終）走者は、東総工業高校の浅見君。

「旭市立美術館」はまさに、旭市の地勢や風土を読み取り、美術館

のなかで、旭市の特産物や郷土料理などが味わえる、コミュニティ

ミュージアムとして新たな建築に挑戦している。

5人全員が大学生も顔負けの思考プロセスで、プレゼンが行われた

のだ。

最後に建築に落とし込むところでは、高校生らしい、決して緻密と

は言えない設計精度が出てしまったのは、やむを得ないだろう。

審査会においては、すべての 5作品においては、大きな差異はなく、

基本的には、全員が銅メダル以上を獲得した。微差のレベルで、金

銀銅にさせていただいた。

高校生を指導していただいた教官も、今まで以上にレベルアップし

た教え子の姿を見て、驚いているのではないかと思う。考える道筋、

モチベーションなど、

建築に向かう適切な指導がなされたのではないかと思い、感謝申し

上げる。

第 31 回においても、高校生らしい、かつ、高校生を超越した、社

会に問う「意味」のある建築提案がプレゼンされるのを、今から心

待ちにしている。
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楽器屋さんが点在するお茶の水の街をさらに魅力的なま

ちにするために、「街をめくる」をコンセプトした 5つ

の小さな建物を挿入する良作である。軽音楽部のバンド

マンとして、お茶の水の楽器屋さんをめぐる自らの経験

に基づき、どうすれば「街を回遊する面白さ」をさらに

強化できるかを考え、カタチに昇華させている。まちの

スケール感に調和させるデザインを展開しており、高校

生ながら都市空間に対して「建築に何ができるのか」を

きちんと考えており、素晴らしい。

審査員：関谷　和則

御茶ノ水の街をめぐって見えたものは『楽器街』だ。

御茶ノ水の楽器街をめくって見えたものは『回遊性』だ。

お茶の水・神田地区は、楽器、古本、CD、カレー、スノー

ボードやそのほかにもたくさんのお店が存在する。趣味に

特化した素晴らしい街である。しかし、それらが個々で存

在し、うまくいかされていない。現状の街の下に隠れてい

る素晴らしいストックを、出現させるためにめくってみた。

金賞

まちをめくる、まちをめぐる
～街の回遊性を高める空地的建築群～

高
校

小田　瑞葵
おだ　　	　	みずき

千葉県立市川工業高等学校	建築科
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水野　誉也
みずの　　			もとや

千葉県立市川工業高等学校	建築科

この作品のプレゼンテーションを目にした時、本当に高

校生の作品なんだろうかと素直に思った。物語を描くよ

うに建物へのアプローチが計画され、実際にこの足でそ

の地を歩いているかのような錯覚にさえ覚える。スケッ

チと着彩により震災の悲しみの記憶とは真逆の美しい世

界が表現されている。震災の事を永遠に忘れぬよう慰霊

碑や祈りの空間とするのでなく、祝いの空間としたこと

が作者独特の慰霊の方法なのであろう。悲しみを幸せを

感じることによって軽くしてあげたいその発想そのもの

がこの作品を美しいものへと変えているのだと思う。

コンクリート造と木造を巧みに使い分け、構造にまで考

えが及んでいることが完成度の高さを示している。力強

いコンクリートの壁は自然に開かれた形状で配置され、

軽やかな木造の屋根がそれを包み込む。屋根の頂点が震

災時の津波の最高高さを表しているという記憶の刻み方

が何ともさりげなくて好感がもてる。

作者が大学で建築をより学んだ後に発表する卒業設計は

どんなものになるのだろう。今から楽しみで仕方ない。

審査員：伊藤茉莉子

自然の猛威によって大切な人、大切な故郷を失った人々

の悲しみは、どんなに時間が経ってもどんなことをしよ

うとも完全には無くならないであろう。しかし、幸せを

感じることで、ほんの少しだけ悲しみが軽くなるのでは

ないか。人に祝ってもらう瞬間は誰でも幸せな気持ちに

なる。美しい自然に囲まれて、誕生日やちょっとした記

念日、結婚式などを祝ったり祝われたりすると、きっと

悲しみよりも幸せの方が大きくなるはずだ。

自然に奪われ、祝われて

金賞

高
校
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A) 小高いところに続く　小さな道から始まる

H) 道が途絶えてしまうが歩く人が多くなればそれが道になる
F) 分かれ道を曲がると

I) 入口へと続く階段を下りる J) 屋根の下を潜り抜け　階段を上がる K) 奥へ進み L) 暗い通路を抜けると M)…

B) 道は真っすぐ　ゆるやかな坂で　整然と木々が並ぶ C) 少し登ると見えてくる展望台 D) そこからは新しい陸前高田のまちと海が見渡せる F)ﾄﾝﾈﾙを抜けると木々が開け　分かれ道が現れる G) 道を真っすぐ進むとせせらぎが聞こえ　祝いの空間
　が見えてくる

E) 展望台を後にし　暗く吸い込まれそうな荒いｺﾝｸﾘｰﾄ
　のﾄﾝﾈﾙが現れる

国道 340

高田松原 広田湾

国道 45

防潮堤

文

高田町

気仙川

川原川

奇跡の一本松

自然に奪われ、祝われて
　自然の猛威によって大切な人、大切なもの、大切な故郷を失った人々の悲しみは、どんなに時間
が経ってもどんなことをしようとも完全には無くならないであろう。しかし、幸せを感じることで、
ほんの少しだけ悲しみが軽くなるのではないか。その幸せを感じる建築が「祝いの場」だ。人に祝っ
てもらう瞬間は誰でも幸せな気持ちになる。美しい自然に囲まれて、誕生日やちょっとした記念日、
結婚式などを祝ったり祝われたりすると、きっと悲しみよりも幸せの方が大きくなるはずだ。そん
な幸せを感じている時に見た自然の風景は、まるで祝福しているかの様である。
　
　あの時咲いていた花を見るたびに、幸せな瞬間をふと思い出すであろう。

　２０１１年のあの日から７年経つ。今もなお東北では復興が進められている最中だ。わたしはそ
んな東北の人々のために何か心の支えとなる建築を作りたいと考えた。

Ａ
Ｂ

Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ

H I ＪＫＬＭ

Ｃ

N

計画地：岩手県陸前高田市
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上谷　虹熙
かみたに　		こうき

千葉県立京葉工業高等学校	建設科

千葉市内の住宅が多く建設されて若い世帯が増える地域

に建設する集合住宅の計画である。

意味をもった集合住宅を設計したいところから始まり保

育施設が不足していることから、出生数と待機自動の数

をグラフにより示し社会性をテーマとし設計されている

ところが素晴らしい。ここに三人程のチャイルドマイン

ダー（自宅や訪問による少人数による家庭的保育）が居

れば両親は安心して仕事に集中できるであろう。

一般集合住宅では隣近所との付き合いが希薄になるがコ

モンスペースの公園を中心としてウッドデッキを中間に

挟みリビングとつなげていく自然なつながりでデッキが

廊下となり住戸連続し隣との交流が必然的に促進される

ことが伺える。逆にプライバシーがどうかと思うがここ

はてをとりあい「こども育む」目的をもった住人が集う

共同住宅なので問題がないであろう。上階にはプライ

ベートな寝室が配置されてバルコニーは公園からの視線

を遮るものとなっている。良く出来た円形建物の模型か

らも、公園中央から見るコンクリートの円柱はこどもに

とって柔らかい印象を与えており、列柱がシンボリック

で屋根から突き出るデザインも綺麗で設計者としての可

能性を感じられる。高校を卒業してからも将来がとても

楽しみである。

審査員：蒲生　良隆

作品用
顔写真

今、社会では待機児童などの「こども」の問題が多くあ

る。また、現代の集合住宅は近所付き合いが少なくただ

住んでいるだけのように感じる。

そこで、自宅でこどもを家庭的な保育サービスを行う

「チャイルドマインダー」と取り入れることで、昔の長

屋の住人のように手を取り合い、協力しながらこどもの

成長を見守るような関係を築く。

また、こどもが成長し、帰って来ても一丸となって温か

く迎え入れてくれる、こどもにとって第二の家になるよ

うな集合住宅を提案する。

市民賞

銀賞

てをとりあって
～チャイルドマインダーを利用した「こども」を育む集合住宅～

高
校
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小島　海月
こじま　　		みつき

千葉県立市川工業高等学校	建築科

黄金比を利用して建物を構成していく、高校生の設計

課題としては実によいスタディにも感じました。ﾃﾞｻﾞｲ

ﾝの基本構成とも言える構図で、最も美しいといわれる

比率を感覚的に利用できることになること。これはとて

も大切で、この感覚を身に着けておくと、今後のﾃﾞｻﾞｲﾝ

ﾜｰｸに大きな影響を与えてくれると思います。本人もス

タディしていく中で、古代のパルテノン神殿やサグラダ

ファミリアも、そのひとつであると例を挙げていました

が、現代でも建物のみならず、広告やﾛｺﾞﾃﾞｻﾞｲﾝなど、

さまざまな分野で利用されています。彼の案では黄金比

1：1.618 で建物を構成構成していくこと。縦、横、高

さ、においてその比率で構成し、部屋もそのグリッドの

中に収めていた物です。平面図や立面図を改めてみると

整然としたその間取りや構成は、非常にシンプルで興味

深い図面に見えてきます。かなり割り切った考え方をし

ないと、こうしたシンプルでありながらダイナミックな

構成はできないと思いますが、上手にまとめたと思いま

す。もう一押し検討してもらいたかったことは、出来上

がってから全体を見つめなおして、自分が一番何をした

かったのか、きれいな比率のモノリシックな BOX をど

う見せたかったのか。見る人の視点を取り入れてみると、

よりコンセプチャルな設計になったのではと感じていま

す。　

審査員：磯野　智由

作品用
顔写真

「黄金比」というものをご存知でしょうか？　「黄金比」

とは、「1：1 ＋√ 5/2」、近似値 1：1.618、約 5：8 の比

をいいます。この比は、「最も美しい比」、「神の比」と

言われています。

そこで私は黄金比を元に設計しました。１階あたりの高

さを 5ｍ、柱のスパンを 8ｍにしました。また、縦横

を 32 ｍ、56 ｍにして比を近づけました。

ほかにも、上から見ると「黄金長方形」という、黄金比

を応用した、相似な図形になるようにしました。

黄金比の図書館

　

銅賞

高
校
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　 「 黄金比」 とは、 「 1： 1＋√5/2」 、 近似値1： 1. 618、

　 皆さんは、 「 黄金比」 というものをご存知でしょうか？

われています。

パルテノン神殿やサグラダ・ ファミ リアにも使われてい

この比は、 「 最も美しい比」 、 「 神の比」 と言われており、

　 黄金比の起源は紀元前・ 古代ギリシャから存在します。

たりの高さを5ｍ、 柱のスパンを8ｍにしました。

を応用した、 相似な図形になるようにしました。

約5： 8の比をいいます。約5： 8の比をいいます。

～黄金比の図書館～ コンセプト

そこで私は黄金比を元に設計しました。 例えば、 １階あ

また、 縦横を32ｍ、 56ｍにして比を近づけました。

ほかにも、 上から見ると「 黄金長方形」 という、 黄金比

建
築
物

配置図

Y 4

X 7

東 京 都 江 戸 川 区 東 小 岩 周 辺
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浅見　遊
あさみ　　		ゆう

千葉県立東総工業高等学校	建設科

美術館をテーマとしたこの卒業設計の特徴は、作者が

持っている旭市に対する強い愛情をベースに発想されて

いることです。それは、旭市特産の農作物を販売するマ

ルシェと美術館を結びつけることで、特定の人のための

美術館をみんなが集まる美術館に変えるという、大変ユ

ニークな提案を生み出しました。

あたりまえの話ですが、建築の敷地とは大地のことです。

豊かな大地が人間の生活や社会を育んできたからこそ、

街や建物が存在しているのです。建築の設計をするとい

うことは、今の姿を形作った大地と人間の歴史について、

深く理解することがとても重要です。そこから新しいデ

ザインが生まれてくるといっても過言ではありません。

場所に対する深い愛情から生まれた浅見君の卒業設計

は、そんな重要な種を内包しています。せっかくの種で

すから、これからその種を大事の育ててください。そし

て、個性的な花を咲かしてください。期待しています。

審査員：安田　俊也

作品用
顔写真

千葉県の北東に位置し、自然に囲まれた旭市。千葉県内

や県外の人々はどれだけ旭市のことを知ってくれている

のだろうか。

　「ひとが輝き　海とみどりがつくる健康都市　旭」

旭市の将来都市像である。旭市には豊富な特産物があり、

刑部岬や屛風ヶ浦の景色は素晴らしいものだ。

このような自然の産物や景観に優れた旭市の街を知って

もらいたい、旭の街に足を運んでもらいたいと考え、こ

こに美術館の設計をした。

銅賞

旭市立美術館
～旭の街を知る～

高
校
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1 てをとりあって
～チャイルドマインダーを利用した「こども」

を育む集合住宅～

上谷　虹熙（かみたに　こうき）

千葉県立京葉工業高等学校　建設科

銀賞

2 まちをめくる、まちをめぐる
～街の回遊性を高める空地的建築群～

小田　瑞葵（おだ　みずき）

千葉県立市川工業高等学校　建築科

銅賞

3 黄金比の図書館
小島　海月（こじま　みつき）

千葉県立市川工業高等学校　建築科

5

6 旭市立美術館　
～旭の街を知る～

浅見　遊（あさみ　ゆう）

千葉県立東総工業高等学校　建設科

自然に奪われ、祝われて
水野　誉也（みずの　もとや）

千葉県立市川工業高等学校　建築科

金賞

市民賞

銅賞

金賞

高校作品リスト・審査結果

高
校
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審査委員長

な	か	の　ま	さ	や

中 野　正 也

出向元：（一社）日本建築学会関東支部　

																		なの花会（出展者の会）

1974	京都府京都市生まれ /1997	千葉工業大学工

学部建築学科卒業 /1997 ～ 2000	株式会社野生司

環境設計 /2001 ～ 2013	株式会社デネフェス計画

研究所	取締役副所長 /2001 ～ 2014 千葉工業大学

工学部建築都市環境学科	非常勤講師 /2014 ～株

式会社 neuf	works( ヌフ・ワークス ) 設立 /2016

～	千葉工業大学工学部都市環境学科	非常勤講師

船橋 Sビル、船橋M邸、幕張本郷の家、清澄白

河 project、代官山 project（2019.1 竣工予定）

■皆さんの作品から多くの面白さや可能性につい

て気付かされ、とても多くの刺激をいただきまし

た。楽しい時間をありがとうございました！

副審査委員長 審査委員

な	る	み　ま	さ	と

鳴 海    雅 人

出向元：（一社）日本建築学会関東支部

1958 青森県生まれ /1980	芝浦工業大学建築学科

卒業 /1980 ～	株式会社佐藤総合計画（旧佐藤武

夫設計事務所）/現在	執行役員アーキテクトサー

クルプリンシパル

日本建築学会、JIA 日本建築家協会登録建築家

CASBEE 評価委員公共建築のｺﾝﾍﾟ・ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙか

ら設計監理まで実作は 100 件以上に関わる。

ｸﾞｯﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ賞、BCS 賞、建築学会選奨、JIA 賞、

図書館建築賞など多数

著書に「人生は満たされなかった建築で溢れてい

る」「人生は満たされつつある建築で溢れている」

（鳴海雅人著書・青弓社）「予感の形式（共著・日

刊建設通信新聞社）」「触発する図書館（共著・青

弓社）」「つなぐまちづくりｼﾋﾞｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ（共著・

日刊建設通信新聞社）」「ほんものづくり」（共著・

建築ｼﾞｬｰﾅﾙ）

■	モットー「生き方を楽しむ」

審査姿勢「学生賞を楽しむ。学生も学生賞を楽し

め、そしてちばこうぎょうだいがく何かを掴め。

高知県・高知市統合図書館

世田谷区庁舎・区民会館プロポーザル（模型写真）特定案
（2024 年 12 月・全体竣工予定）

や	す	だ　と	し	や

安 田　俊 也

出向元：（一社）日本建築学会関東支部

1959	千葉県生まれ /1981	早稲田大学理工学部建

築学科卒業 /1981	株式会社山下設計 / 現在	山下

設計	プリンシパルアーキテクト

市川市新庁舎、2020 年竣工予定、高崎アリーナ、

ナセ BA（市立米沢図書館＋よねざわ市民ギャラ

リー )、なみきスクエア（香椎副都心公共施設）、

KUSTE（勝浦市芸術文化交流センター）、尾張一

宮駅前ビル（図書館を中心とした複合文化施設）、

東部地域振興ふれあい拠点（耐火木造の公共施

設）、アイシン AW技術センター		他

■社会や地域の課題の中から、どのような「かた

ち」を立ち上がらせるのか？

みなさんの自由で柔軟なアイデアを楽しみにして

います。

KUSTE（勝浦市芸術文化交流センター）

ナセ BA（市立米沢図書館
+よねざわ市民ギャラリー）

アイシン AW技術センター

なみきスクエア
（香椎副都心公共施設）
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そ	の	べ　た	か	お

園 部    隆 夫

出向元	：（一社）日本建築構造技術者協会

　　		関東甲信越支部サテライト千葉 (JSCA 千葉 )

1948　茨城県水戸市生まれ /1973	日本大学大学

院理工学研究科建設工学修了 /1973 ～ 1998	株式

会社フジタ	構造設計部 /1999 ～	株式会社ＳＰＣ

設計

文化服装学院、文化女子大学校舎、フジタ本社ビ

ル、橋本駅北口地区再開発、周西及び君津中学校

屋内運動場、住友不動産成増駅前計画、大宮ｿﾆｯｸ

ｼﾃｨｰ（共同設計 )	他

■安全性と安定性を確保しつつ、夢ある空間を実

現するためにどのような配慮がされているか楽し

みに見させていただきます。

が	も	う　	よ	し	た	か

蒲 生　良 隆

出向元：( 一社 ) 千葉県建築士会

1961	東京都生まれ /1984	日本工業大学工学部建

築学科卒業 /1984 株式会社協和建築設計事務所　

/1986	株式会社マキノ建築設計事務所 /1955	がも

う設計事務所	開設 /2011 ～		株式会社がもう設計

事務所	設立。

ボルボ・カー柏ショールーム、ビジネスホテル五

井温泉新築工事、なの花保育園新築工事、美しが

丘保育園新築工事、古谷式典北習志野斎苑新築工

事、アリビオ八千代台西新築工事	他

■学生のときにしか発想出来ない夢のある作品を

期待しています。学生の皆様と共に学生賞を楽し

みたいと思います。

審査委員 審査委員 審査委員

月島計画 フジタ	本社ビル

周西中学校屋内
運動場新築工事 文化服装学院・文化女子大学校舎

ボルボ・カー千葉中央

ウエルストン設計本社ビル

せ	き	や	　	か	ず	の	り	

関 谷　和 則

出向元：日本建築学会

1971	群馬県生まれ /1994	日本大学理工学部海洋

建築工学科	卒業 /1996 日本大学理工学部大学院	

修了 /1996 ～	竹中工務店	東京本店設計部 /2014

～	日本大学理工学部建築学科	非常勤講師

東京建築賞	東京都知事賞（代沢レジデンス）、グッ

ドデザイン賞（代沢レジデンス）、中部建築賞（養

命酒健康の森	記念館）、BELCA 賞（養命酒健康の

森	記念館）、日事連建築賞	優秀賞（養命酒健康の

森	記念館）、グッドデザイン賞（養命酒健康の森	

記念館）、グッドデザイン賞（くらすわ）、北陸建

築文化賞（くらすわ）、日本サインデザイン賞	優

秀賞（新宿東宝ビル）、グッドデザイン賞（新宿

東宝ビル）、BCS 賞（新宿東宝ビル）	他

■卒業設計作品には、今日の社会的な課題に対し

てどのように向きあったかが求められます。公開

審査を通じて、自分の作品を客観的に分析し、さ

らに完成度を高めるきかっけにしてください。

新宿東宝ビル		東京都新宿区（2015 年）

くらすわ		長野県諏訪市（2010 年）

英進幼稚園

あすなろ保育園

ゆいまき斎苑
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さ	さ	き　	た	つ	ろ	う	

佐々木　達 郎

出向元：なの花会

1979	北海道生まれ /2002	千葉工業大学工学部工

業デザイン学科卒業 /2004	千葉工業大学大学院	

修士課程修了 /2004 ～ 2013	東環境・建築研究所

/2013 ～	株式会社佐々木達郎建築設計事務所	設

立 / 現在	千葉工業大学デザイン科学科	非常勤講

師

星のや軽井沢※		ARCASIA	Awards	Gold	Medal,	

AACA 賞	,	JIA 環境建築賞優秀賞 ,	グッドデザイン

賞	/ 星のや東京※	グッドデザイン賞 / 星のやバ

リ※	( ※	東環境・建築研究所在籍時の担当作品 )/	

House-AN		グッドデザイン賞	/ 三浦電機新社屋		

日経ニューオフィスデザイン賞 ,	北海道知事賞

	

■	思いの強い様々な作品に出会え、私自身も刺

激を受けました。今の思いを忘れず、作品をつく

り続けて下さい。活躍を期待しています。

い	と	う　ま	り	こ　
伊 藤　茉莉子

出向元：なの花会

2005	日本大学生産工学部建築工学科卒業 /2005

～	2014	谷内田章夫 / ワークショップ ( 現：株式

会社エアリアル )	/2013 ～	会津大学短期学部	非常

勤講師 /2014 ～		KITI 一級建築士事務所	設立

「清澄白河の集合住宅」グッドデザイン賞ベスト

100	( 谷内田章夫 /ワークショップ在籍時 )

共著書：「矩形図で徹底的に学ぶ住宅設計《木造

編》、《RC 編》、《S 編》」オーム社 /	「世界で一番

美しい名作住宅の解剖図」		他

■私がそうであったように、思い入れの強い程、

卒業設計の作品と製作に打ち込んだ日々は学生時

代の強烈な思い出となり、今後の建築人生にも影

響を与える事になるでしょう。皆さんの熱い想い

を共有する事を楽しみにしています。

審査委員

い	そ	の　と	も	よ	し

磯 野　智 由

出向元：（公社）日本建築家協会 (JIA 千葉 )

1974	千葉県生まれ /1997	明治大学理工学部建築

学科卒業 /1999	明治大学理工学研究建築学専攻

博士前期課程修了	/1999	株式会社榎本建築設計事

務所入所 /2004	一級建築士事務所 STYLELAB 創設

/2014 ～	一級建築士事務所 STYLELAB 株式会社

第 23 回日新工業建築設計競技入賞 ( 新建築 '98.1)

/ 建築学生設計大賞	準大賞 ( 新建築 '99.3)	/ 第 24

回 INAX デザインコンテスト	アイデア賞 /大多喜

町庁舎建設設計業務プロポーザル	優秀賞　共同

提案：NAP 建築設計事務所	中村拓志	/ 大多喜町

立老川小学校 (文部科学大臣賞 )	/富山町ハイウェ

イオアシス富楽里「道の駅」	/ 知的障碍者更生施

設	山武みどり学園 ( 建築文化賞 )

■卒業設計として学生ならではの創造力と熱意、

現実のとらわれないのびのびとした作品を期待し

ています。また、プレゼンでは如何に人を惹き付

ける表現ができるか楽しみにしています。

審査委員 審査コーディネーター

三浦電機新社屋多目的格子の家

鴨川の集合住宅※

倉庫コンバーション

中庭のある家

目黒中央町の家

軽井沢の別荘※清澄白河の集合住宅※

※は谷内田章夫 /ワークショップ在籍時の担当作品

星のや東京 星のや軽井沢 /星のやバリ
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「なの花会」は、これまでの千葉県建築学生賞（旧千葉

県建築三会 /	四会学生賞）に出展したOB/OG の同窓会

組織として、2009 年 6 月に誕生しました。30 年前に開

催された第一回の出展者から現役の学生まで、出身大学

や世代を越えた幅広いメンバー間の、豊かな繋がりや交

流を目的とした活動を行っています。

　毎年行われる千葉県建築学生賞大会では運営のサポー

トや審査に関わっています。第 30 回大会の公開審査で

は会長兼審査委員長として中野正也さん（第 9回出展 /	

neuf	works）、審査委員として関谷和則さん（第 6回出

展 /	竹中工務店設計部）同じく審査委員として伊藤茉莉

子さん（第 17 回出展 /	KITI 一級建築士事務所）、コーディ

ネーターとして佐々木達郎さん（第 14 回出展 /	佐々木

達郎建築設計事務所）の 4名が審査に関わらせて頂きま

した。

　第 27 回大会からは「なの花会」の会員で選ぶ「なの

花会賞」が設立され、今大会では山名美月さんの『Flow』

が選ばれました。

　大会公式ポスターでは毎年メンバー内からデザインア

イデアを募るコンペ形式で選出してきましたが、今大会

では外部の佐藤耕介さん（日本大学	生産工学部	建築工

学科）のデザイン案を採用させていただきました。佐藤

さんのデザインは、今大会が節目の 30 周年であること

を力強く表現した案で、分かりやすさが多くの支持を得

た理由だと考えています。この場を借りて佐藤さんにお

礼申し上げます。

　「なの花会」では前述の活動に加え、メンバー主催の

講習会や建築見学会、個々の仕事の情報交換などを積極

的に行っています。このような活動を通じてメンバー同

士の交流を深め、個々のスキルアップに繋げることがで

きるのが「なの花会」の魅力です。

「千葉から巣立つ学生にエールを送る」という趣旨で設

立された千葉県建築学生賞、そこから生まれた「なの花

会」。人々の繋がりを育む場となり、今後も活発な活動

を引き継いでいくことができれば幸いです。

（なの花会／	第 5回出展　佐久間達也）

千葉県建築学生賞出展者の会　なの花会
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協賛
一般社団法人日本建築構造技術者協会 JSCA 千葉 260-0013 千葉市中央区中央３－１７－１－１０１１                                                                      tel : 043-310-3824 

三協立山株式会社三協アルミ社 千葉支店                 261-0023 千葉市美浜区中瀬１－７－１ 幕張テクノガーデンＢ棟２０階                                        tel : 043-296-3292 

株式会社鈴木ユニット                                               262-0012 千葉市花見川区千種町２４１－１１                                                                                 tel : 043-257-5754

株式会社総合資格 東関東本部                        273-0005 船橋市本町５－４－２森ビル６階                                                                       tel : 047-425-8941

有限会社佐藤建基                                               262-0019 千葉市花見川区朝日ケ丘４－１１－５                                                                             tel : 090-3202-2780

有限会社巴工業                                               130-0002 東京都墨田区業平１－９－４                                                                                           tel : 03-5608-4582

株式会社桑田建築設計事務所                        261-0001 千葉市美浜区幸町１－２－２ 桑田ビル内                                       tel : 043-241-7511

千葉県建設防水工事業協同組合                        260-0013 千葉市中央区中央４－１４－１ 千葉不動産ビル 2 階                                       tel : 043-222-4751

株式会社千葉県建築住宅センター                        260-0013 千葉市中央区中央 4 － 8 － 5 建築会館２Ｆ                                                  tel : 043-222-0109

日本ＥＲＩ株式会社 千葉支店                                      260-0028 千葉市中央区新町３－１３ 千葉 TN ビル３Ｆ                                                                  tel : 043-203-8551

株式会社レスト 東京支店                                              167-0043 東京都杉並区上萩１－５－８ 直長ビル４Ｆ                                                                     tel : 03-5335-6263

三和シヤッター工業株式会社                        260-0843 千葉市中央区末広４－１９－１６                                                                 tel : 043-265-3030

株式会社建築資料研究社 / 日建学院                        260-0032 千葉市中央区登戸１－２－２０                                                                              tel : 043-244-0121

日本ファイリング株式会社                        101-0062 東京都千代田区神田駿河台３－２ 新お茶ノ水アーバンビル８Ｆ                            tel : 03-5294-3011

児玉コンクリート工業株式会社                        171-0022 東京都豊島区南池袋１－１６－２０                                                                          tel : 03-3971-7195

有限会社松原組                                               344-0022 埼玉県春日部市大畑 9 日神パレステージ１１２                                                              tel : 048-734-4583

武藤工業株式会社                                               154-8560 東京都世田谷区池尻３－１－３ MUTOH ビル２Ｆ首都圏営業所                                     tel : 080-6583-6196

西松建設株式会社                                               105-6310 東京都港区虎ノ門１－２３－１ 虎ノ門ヒルズ森タワー１０階　　　　　　　　  　　  tel : 03-3502-7625

塚本總業株式会社 千葉支社                                          260-0005 千葉市中央区富士見２－３－１                                                                            tel : 043-227-8527

株式会社岡村製作所 千葉支店                                      260-0027 千葉市中央区新田町１－１                                                                                               tel : 043-204-5790

コクヨマーケティング株式会社                        260-0045 千葉市中央区弁天１－１５－１ 細川ビル４Ｆ                                                             tel : 043-207-5581

株式会社日立ビルシステム 東関東支社  260-0031 千葉市中央区新千葉１－４－３ WESTRIO 千葉オフィス棟 6 階                                     tel : 043-241-1295

協同組合千葉県鐵骨工業会                       ２60-0031 千葉市中央区新千葉２－１－６ 第一石橋ビル３階                                         tel : 043-247-2631

千葉県室内装飾事業協同組合                        260-0014 千葉市中央区本千葉町 10 － 25 ＤＩＫマンション 703                                tel : 043-222-6575

一般社団法人千葉県建設業協会 　　　　　　  260-0024 千葉市中央区中央港１－１３－１ 建設業センター 5 Ｆ                                                 tel : 043-246-7624

有限会社荒井設計事務所                                               299-1152 君津市久保４－４－２０                                                                                         tel : 0439-52-2555

株式会社丸昭建材                                               277-0861 柏市高田１１１６－３２                                                                                           tel : 04-7143-0263

株式会社礎積算                                               339-0074 埼玉県さいたま市岩槻区大字本宿２３２番地                                                                  tel : 048-790-5112

日章興株式会社                                               263-0043 千葉市稲毛区小仲台６－１８－１－４０６                                                                    tel : 043-287-1211

日本ベース株式会社                                               116-2351 東京都荒川区西尾久４－２２－６                                                                           tel : 03-3810-2351

日軽パネルシステム株式会社 関東総括支店              260-0028 千葉市中央区新町 18 ー 14 千葉新町ビル 5 Ｆ                                                   tel : 043-302-7177

株式会社メント                                               132-0021 東京都江戸川区中央３－５－５                                                                               tel : 03-5879-5470

岡部株式会社 本社営業部 木造戸建部材 G                 131-8505 東京都墨田区押上２－８－２                                                                               tel : 03-3624-5401     

株式会社ブルーテクノ                                               273-0046 船橋市上山町３－５１４－８                                        　　　　　　 tel : 090-3816-8283　

アイカ工業株式会社 千葉支店                        260-0023 千葉市稲毛区緑町１－１８－９ 新日本オフィスビル 4 階                                       tel : 043-241-2181

ノザキ建工株式会社 　　　                        261-0002 千葉市美浜区新港２２３－３　                                      　　　　　　　　　　　　  tel : 043-243-0606

株式会社角藤 千葉支店                                               260-0031 千葉市中央区新千葉２－７－２                                                                     tel : 043-246-1131 

株式会社イトーキ 千葉支店　                        260-0013 千葉市中央区中央１－１１－１                                                                        tel : 043-227-8766

立川ブラインド工業株式会社 千葉支店　 260-0044 千葉市中央区松波２－８－１                                                                          tel : 043-252-2821

ＴＯＴＯ株式会社 東関東支社                                     263-0016 千葉市稲毛区天台１－５－５                                                                         tel : 0570-023301

東リ株式会社                                               260-0843 千葉市中央区末広４－１８－１                                                                     tel : 043-208-1381

リリカラ株式会社 千葉営業所                                      275-0023 千葉市花見川区幕張本郷５－２－１１ アトレー幕張 101                                        tel : 043-382-3375

ユーディーアイ確認検査株式会社 千葉支店             260-0026 千葉市中央区千葉港２－１ 千葉中央コミュニティセンター 10 Ｆ   tel : 043-203-6870

有限会社ミノル商事                                               260-0001 千葉市中央区都町１－９－２ 植草ビル                                                                  tel : 043-231-8450

株式会社須藤黒板製作所                                               132-0035 東京都江戸川区平井７－１７－３５                                                                                 tel : 03-3617-8701

株式会社青井黒板製作所　                        165-0026 東京都中野区新井１－１－５                                                                                 tel : 03-3387-3330

株式会社技研基礎                                               260-0843 千葉市中央区末広５－８－６                                                                                     tel : 043-266-6812 

孝和建商株式会社                                               260-0034 千葉市中央区汐見丘１６－１２                                                                      tel : 043-245-4111

株式会社恩田商工                                               260-0023 千葉市中央区出洲港９－１０                                                                          tel : 043-242-1377

株式会社千興商事                                               264-0003 千葉市若葉区千城台南４－１１－５                                                                         tel : 043-236-3211

株式会社千葉測器                                               260-8567 千葉市中央区都町２－１９－３                                                                         tel : 043-232-2541

株式会社ＬＩＸＩＬ関東支社                        260-0842 千葉市中央区南町３－２－１３                                                                               tel : 043-209-2871

ディックプルーフィング株式会社                        151-0053 東京都渋谷区代々木３－２４－３ 新宿スリーケービル５Ｆ                     tel : 03-6859-5020

前田製管株式会社 千葉支店                        260-0007 千葉市中央区祐光４－７－１０                                                                                tel : 043-221-2051

日本高圧コンクリート株式会社 千葉営業所 260-0021 千葉市中央区新宿２－１－２０                                                         tel : 043-242-4311

文化シヤッター株式会社                                              264-0025 千葉市若葉区都賀３－３３－２３                                                                           tel : 043-231-2100

株式会社格設計                                               262-0024 千葉市花見川区浪花町５３１－１                                                                        tel : 043-272-4193

株式会社がもう設計事務所                              274-0815 船橋市西習志野３－２６－８ ファインコート北習志野２Ｂ                                            tel : 047-463-9901　

株式会社サンゲツ 東関東営業所                                  261-8501 千葉市美浜区中瀬１－３ 幕張テクノガーデン D 棟７Ｆ                                    tel : 043-276-8000

昭和フロント株式会社 東部支店 千葉営業所            260-0843 千葉市中央区末広４－１９－１６                                                                            tel : 043-266-2050

田島メタルワーク株式会社                      170-0013 東京都豊島区東池袋４－４１－２４ 東池袋センタービル 3 Ｆ                                        tel : 03-5396-7629

昭和建産株式会社                                     370-0603 群馬県邑楽郡邑楽町中野１４５３                                                                     tel : 0276-70-2071

三和タジマ株式会社                                           171-0014 東京都豊島区池袋２－７７－５ フォーラムアイエスビル１Ｆ                                tel : 03-5954-5866

株式会社セレコ                                           265-0074 千葉市若葉区御殿町２５２９－６　                                　　　　　　　　　　　　  tel : 043-308-5120

タニコー株式会社 千葉営業所                                      261-0005 千葉市美浜区稲毛海岸２－１－２８5 　                               　　　　　　  tel : 043-248-0791

ロンシール工業株式会社                                     130-8570 東京都墨田区緑４－１５－３                                                                                    tel : 03-5600-1866

田島ルーフィング株式会社 千葉営業所                      260-0032 千葉市中央区登戸１－２６－１ 朝日生命千葉登戸ビル 9 Ｆ                                   tel : 043-244-3711

コニシ株式会社 千葉営業所                                          260-0044 千葉市中央区松波２－１３－２０ オフィス松波                                                tel : 043-305-5970

浜田商事株式会社                                             160-0022 東京都新宿区新宿５－１５－１                                                                                        tel : 03-3352-0441

明智　克夫
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主催者団体

　
” わたしたちは、千葉の建築学生を応援しています。”

企画・発行	 千葉県建築学生賞協議会

会　　長　　　　　　　　　中野	正也

審査委員長　　　　　　　　中野	正也

副審査委員長　　　　　　　鳴海	雅人

審査委員　　　　　　　　　安田	俊也・関谷	和則・蒲生	良隆・園部	隆夫

　　　　　　　　　　　　　磯野	智由・伊藤	茉莉子

審査コーディネーター		　						佐々木	達郎

得点表示委員会　　　　　　伊藤	哲也

作品受入委員会　　　　　　佐久間	達也・田端	友康・萩原	進・桑田	浩司

広報委員会　　　　　　　　古里	正・寺川	典秀

会場委員会　　　　　　　　井桁	正昭・加藤	文男・大岩	義充・神成	健・飯沼	竹一・伊藤	哲也　　　　

　　　　　　　　　　　　　皆川	拓

表彰式委員会　　　　　　　柳田	富士雄・安達	文宏・遠藤	啓史・佐倉	桂・岡松	利彦

　　　　　　　　　　　　　牧野嶋	彩子・笠原	由希

編集委員会　　　　　　　　田端	友康・岡田	学・萩原	進・高嶋	章男

市民賞アンケート委員会　　鈴木	雄介・星野	治・河原	泰

J	I	A 出展委員会　　　　　　森田	敬介

高校委員会	 			　　　　　　			林	祐介・高旨	清仁・徳野	淳哉・首代	昌紀

ポスター・チラシ委員会　　曽根岡	拓路・岡松	利彦

協賛委員会	 　　　　　　　		鈴木	周二・平宅	武司・鈴木	克則・野村	優太・山田	紀夫・坂本	浩史

　　　　　　　　　　　　　野口	賢二・川原	武美・白井	信玄・降籏	勝義・吉浪	弘之・高瀬	俊輔

交流委員会　　　　　　　　平宅	武司

オブザーバー　　　　　　　寺川	典秀・柳田	富士雄・森田	敬介・須田	正美

執行委員会	 　　　　　　　		柳田	富士雄・森田	敬介・星野	治・古里	正・大岩	義充・神成	健

　　　　　　　　　　　　　加藤	文男・安達	文宏・寺川	典秀

歴代会長会　　　　　　　　明智	克夫・清水	怡・麓佳	正・櫻井	修・宇野	武夫

										　　　　　　　　　　			佐竹	良造・寺川	典秀・加藤	文男・森田	敬介・星野	治

　　　　　　　　　　　　　古里	正・大岩	義充・柳田	富士雄・安達	文宏・神成	健

事務局	 公益社団法人日本建築家協会千葉地域会　矢内	美恵

	 〒 260-0013	千葉県千葉市中央区中央 4-8-5	建築会館 5F	 	

	 TEL		043-225-7881	 	 	 	

（公社）日本建築家協会（JIA）千葉地域会
Tel	:	043-225-7881

建築の設計監理を行う千葉県内の建築家の団体。会員は、日

本建築家協会の会員。専業建築設計事務所の主宰者、共同者、

所員、官公庁、学校等に所属する建築家。

（公社）千葉県建築士事務所協会
Tel	:	043-224-1640

建築士法により開設された建築士事務所の団体。会員は、建

築設計事務所、建設会社の設計事務所、工務店設計事務所、

不動産会社設計事務所、プレハブ業建築設計事務所等。

（一社）千葉県建築士会
Tel	:	043-202-2100

建築士法により設立された一級建築士、二級建築士、木造建

築士の団体。会員は、建設業、設計事務所、工務店、官公庁、

学校、建材業、不動産業、プレハブ業に勤務する建築士。

（一社）日本建築学会		関東支部		千葉支所
Tel	:	043-202-2100

建築に関する学術・技術・芸術の促進発展を目的とする法人。

全国に９支部３６支所。会員は、研究教育機関、設計事務所、

建設業、官公庁、公社公団、メーカー、コンサルタント、学

生等多岐にわたる。



80

千葉県建築学生賞協議会
CHIBA	ARCHITECTURE	GRADUATE'S	PRIZE	2018


